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は
じ
め
に

　
現
代
の
青
年
た
ち
は
，
特
に
6
0年
代
の
高
度
経
済
成
長
以
降
，

大
量
消
費
か
ら
他
品
種
選
択
的
消
費
へ
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
，

消
費
が
煽
ら
れ
る
生
活
，
す
な
わ
ち
消
費
社
会
の
中
で
世
代
性
を

有
し
て
お
り
，
当
然
，
自
我
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
ま
た
，
そ
う
し
た
世
代
性
を
有
す
る
青
年
に
と
っ
て
，
学
習
・

教
育
の
あ
り
方
，
参
加
の
あ
り
方
も
「
成
人
に
な
る
」
上
で
，
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
今
日
の
青
年
の
課
題
は
，
消
費
社
会
の
中
で
，
単
に
〈
モ
ノ
〉

の
消
費
・
所
有
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
差
異
化
・
「
個
性
化
」
を
超
え

て
，
社
会
や
集
団
と
コ
ミ
ッ
ト
し
な
が
ら
，
自
分
な
り
の
情
報
選

択
能
力
を
身
に
っ
け
，
自
立
し
た
個
人
と
し
て
，
「
消
費
」
社
会
を

対
象
化
す
る
こ
と
に
よ
る
個
性
化
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か

で
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
，
「
消
費
」
社
会
と
の
関
わ
り
，
「
学

習
」
意
欲
・
「
学
習
」
歴
と
の
関
わ
り
，
各
種
レ
ベ
ル
で
の
社
会
「
参

加
」
経
験
と
の
関
わ
り
，
「
自
立
」
及
び
自
我
形
成
と
の
関
わ
り
と

い
う
4つ
の
問
題
の
相
互
関
連
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
i
）
。

　
以
上
か
ら
，
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
消
費
」
「
学
習
」
「
参
加
」

「
自
立
」
が
抽
出
で
き
，
中
で
も
「
学
習
」
「
参
加
」
「
自
立
3に

つ
い
て
は
，
次
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。
「
学
習
」
，
そ
れ
に
関
わ

る
学
校
歴
・
学
習
経
験
歴
は
，
進
路
形
成
に
大
き
な
影
響
を
持
っ

と
と
も
に
，
人
間
の
意
識
構
造
の
認
知
的
側
面
（
c
o
gn
i
t
ive

as
pe
c
t）
を
形
成
す
る
。
こ
こ
で
は
F学
習
」
的
側
面
と
し
て
お

く
。
「
参
加
」
に
関
わ
る
充
実
体
験
，
地
域
活
動
経
験
，
自
然
体
験

な
ど
は
社
会
性
や
意
欲
を
育
む
と
と
も
に
，
意
識
構
造
の
情
動
的

側
面
（
af
fec
tive　
as
pect）
を
形
］
乍
る
と
い
え
，
「
参
加
」
経
験
的

　
＊
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
青
年
，
地
域
意
識
，
集
団
活
動

側
面
と
表
し
て
お
く
。
「
自
立
］
に
っ
い
て
は
，
彼
ら
の
現
在
の
興

味
’
関
心
，
余
暇
活
用
の
ス
タ
イ
ル
，
社
会
観
・
人
生
観
，
地
域

意
識
な
ど
，
外
界
と
自
己
と
の
関
係
性
を
評
価
し
，
行
動
化
へ
の

指
針
を
導
き
出
す
評
価
的
側
面
（
evaluative　

aspect）
2）
を
多
分

に
有
し
て
お
り
，
こ
こ
で
は
「
自
立
」
的
側
面
と
い
う
よ
り
も
，

「
評
価
」
的
側
面
と
表
現
し
た
ほ
う
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
文
脈
の
中
で
，
青
年
（
18歳
以
上
30歳
未
満
）
の
地
域

意
識
を
問
題
に
す
る
理
由
は
，
青
年
の
活
動
の
場
と
し
て
，
主
体

性
と
活
動
の
具
体
性
が
現
わ
れ
る
重
要
な
場
と
し
て
地
域
が
あ
り
，

青
年
の
問
題
意
識
の
あ
り
様
も
地
域
社
会
の
あ
り
様
と
緊
密
な
関

係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
す

る
際
に
，
性
別
，
年
齢
，
職
業
，
結
婚
・
子
ど
も
の
有
無
と
い
う

属
性
の
ほ
か
に
，
上
で
指
摘
し
た
「
学
習
」
的
側
面
，
「
参
加
」
経

験
的
側
面
，
「
評
価
］
的
側
面
の
3側
面
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
従
来
の
調
査
研
究
で
は
，
先
に
生
田
が
随
域
活
性
化
と
青
年

の
役
割
に
関
す
る
予
備
的
考
察
一
『
鳥
取
県
青
年
団
員
の
意
識
動

向
に
関
す
る
予
備
調
査
』
か
ら
一
」
（
治
取
大
学
教
育
学
部
研
究

報
告
：
教
育
科
学
λ
第
34巻
第
2号
　
1992年
12月
）
に
お
い
て

指
摘
し
た
よ
う
に
，
地
域
活
動
経
験
と
地
域
に
対
す
る
意
識
と
の

関
わ
り
の
強
さ
，
並
び
に
青
年
団
体
活
動
の
問
題
点
の
指
摘
は
あ

る
も
の
の
，
3つ
の
側
面
を
十
分
吟
味
す
る
こ
と
な
く
，
ま
た
そ

れ
ら
の
関
連
に
つ
い
て
無
媒
介
的
に
問
う
こ
と
が
多
く
，
さ
ら
に
，

青
年
を
一
般
化
し
て
捉
え
る
の
が
常
道
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
今
回
の
研
究
で
は
，
青
年
の
主
に
高
校
卒
業
後
の
グ
ル
ー
プ
・

サ
ー
ク
ル
経
験
の
有
無
と
い
う
要
素
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
り
3

側
面
の
関
連
を
考
察
す
る
と
と
も
に
，
地
域
意
識
の
所
在
と
何
が

青
年
に
求
め
ら
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
。
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル

経
験
の
有
無
を
媒
介
変
数
と
し
て
採
用
す
る
根
拠
は
，
地
域
意
識

は
，
現
在
及
び
過
去
の
グ
ル
ー
プ
経
験
の
有
る
無
し
，
及
び
現
在

及
び
過
去
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
内
容
と
の
関
連
性
が
当
然
強
く
，

§
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そ
れ
ら
と
過
去
の
成
育
過
程
に
お
け
る
学
校
時
代
の
充
実
感
，
地

域
活
動
経
験
な
ど
と
が
大
き
な
相
関
が
あ
り
，
ま
た
人
生
観
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
，
「
学
習
」
の
側
面
は
調
査
票
と
の
関
係
で
独
立
し
て
取
り

扱
わ
ず
，
フ
ェ
ー
ス
・
シ
ー
ト
に
含
め
た
。

第
1章
　
調
査
の
目
的
・
方
法

　
鳥
取
県
連
合
青
年
団
と
生
田
と
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た

「
鳥
取
県
青
年
問
題
研
究
会
」
は
，
「
地
域
活
性
化
と
青
年
の
役
割

に
関
す
る
研
究
一
青
年
団
の
将
来
像
を
探
る
ヨ
を
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
，
1
99
2
年
4
月
か
ら
約
2
年
間
の
調
査
・
研
究
活
動
を
行

な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
調
査
農
的
は
，
「
地
域
に
お
け
る
青
年
の
現
状
と
問
題
点
を
把
握

し
，
地
域
活
性
化
と
青
年
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
と

と
も
に
，
地
域
に
お
け
る
青
年
団
体
活
動
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
示
唆
と
な
る
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
j
で
あ
る
。
青
年
の
社

会
参
加
，
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
青
年
の
役
割
の
増
大
と
い
う
観

点
か
ら
考
え
て
も
，
地
域
に
お
け
る
青
年
の
現
状
を
分
析
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。

　
特
に
，
青
年
団
活
動
の
衰
退
の
要
因
に
つ
い
て
，
青
年
団
を
取

り
巻
く
外
在
的
な
要
因
（
職
業
の
多
様
化
，
青
年
の
興
味
・
関
心

の
多
様
化
な
ど
）
を
探
る
こ
と
と
と
も
に
，
内
在
的
に
青
年
団
の

中
か
ら
そ
の
要
因
（
学
校
歴
と
の
関
わ
り
，
団
体
活
動
経
験
，
主

体
的
取
り
組
み
へ
の
意
欲
と
行
動
力
な
ど
）
を
追
究
し
，
青
年
団

員
個
々
の
学
校
歴
，
職
場
，
家
庭
生
活
，
地
域
と
の
関
わ
り
，
興

味
関
心
，
人
生
観
・
社
会
観
な
ど
，
多
角
的
に
考
察
す
る
。

　
以
上
の
目
的
実
現
の
た
め
，
鳥
取
県
内
の
青
年
に
対
す
る
意
識

調
査
，
鳥
取
県
青
年
団
の
団
員
へ
の
意
識
調
査
，
青
年
団
事
業
の

実
態
分
析
，
先
進
地
域
の
青
年
団
活
動
と
の
比
較
な
ど
を
実
施
す

る
。

　
本
論
文
で
は
，
そ
の
内
，
鳥
取
県
内
の
青
年
に
対
す
る
意
識
調

査
，
及
び
鳥
取
県
青
年
団
の
団
員
へ
の
意
識
調
査
を
中
心
に
取
り

扱
う
。
こ
の
2種
類
の
調
査
の
調
査
目
的
・
対
象
等
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

〈
「
青
年
の
地
域
意
識
に
関
す
る
調
査
」
＞

1
）
調
査
目
的
：
鳥
取
県
内
の
18
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
青
年
に
対

し
て
，
地
域
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
青
年
が
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
中
心
的
｝
こ
問
う
。

2
）
調
査
対
象
：
対
象
人
顛
78，
097
人
（
16
，
00
3（
18－
19
歳
）
一
ト

3
0，
36
7（
20－
24
歳
）
十
31，
72
7（
2
5－
29歳
）
：
1
991
年
1
0
月
1日

現
在
推
計
人
口
よ
り
）
の
約
1％
強
の
1
，
00
0人
を
市
町
村
の
青
年

人
口
と
年
齢
を
考
慮
し
て
層
化
無
作
為
抽
出
す
る
。

　
対
象
市
町
村
は
，
市
部
か
ら
1市
，
岩
美
郡
か
ら
1町
村
，
八

頭
郡
か
ら
2町
村
，
気
高
郡
か
ら
1町
，
東
イ
白
郡
か
ら
2田
丁
村
，

西
伯
郡
か
ら
2町
村
，
日
野
郡
か
ら
1町
村
の
計
10市
町
村

　
東
部
：
国
府
町
，
用
瀬
町
，
若
桜
町
，
青
谷
町

　
中
部
：
倉
吉
市
，
三
朝
町
，
赤
碕
町

　
西
部
：
岸
本
町
，
淀
江
町
，
日
南
町

3）
調
査
方
法
：
基
本
的
に
，
青
年
団
員
に
よ
る
配
付
・
回
収
の

留
置
法
。

4）
調
査
期
間
：
1992年
7月
～
8月

〈
「
密
年
団
員
の
意
識
動
向
に
関
す
る
調
査
」
＞

1）
調
査
目
的
：
青
年
団
員
全
員
に
対
し
て
，
青
年
団
の
活
動
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

2）
調
査
対
象
：
全
青
年
団
員
（
約
900人
）

3）
調
査
期
間
：
1992年
7月
～
8月

4）
調
査
方
法
：
基
本
的
に
，
単
位
団
で
の
例
会
の
際
の
配
付
記

入
，
又
は
留
置
法
。

〈
講
査
票
回
収
状
況
と
集
計
分
析
上
の
操
作
に
つ
い
て
〉

　
「
青
年
の
地
域
意
識
に
関
す
る
調
査
j（
以
下
「
青
年
調
査
」
と

略
す
。
）
は
，
当
初
予
定
し
て
い
た
西
部
（
赤
碕
，
岸
本
，
iヨ
南
）

の
取
り
組
み
の
遅
れ
・
未
実
施
の
た
め
，
こ
れ
ら
3町
を
未
実
施

地
域
と
し
て
サ
ン
プ
ル
数
か
ら
は
ず
し
た
。
そ
の
結
果
，
サ
ン
プ

ル
数
は
805，
回
収
数
は
519（
一
般
青
年
462，
青
年
団
員
57）
，

回
収
率
は
64．
5％
，
一
般
青
年
の
み
の
回
収
率
は
57．
4％
と
な
り
，

当
初
予
定
し
て
い
た
鳥
取
県
全
域
の
青
年
意
識
調
査
と
い
う
よ
り

は
，
鳥
取
県
東
中
部
在
住
青
年
を
主
た
る
対
象
と
し
た
青
隼
意
識

調
査
と
な
っ
た
。

　
ま
た
，
「
青
年
調
査
」
と
「
青
年
団
員
の
意
識
動
向
に
関
す
る
調

査
」
（
以
下
「
団
員
調
査
」
と
略
す
。
）
に
は
共
通
す
る
項
目
（
フ
ェ
ー

ス
シ
ー
ト
8項
目
，
一
般
質
問
21項
目
）
が
多
い
と
い
う
理
由
と
，

「
青
年
調
査
」
の
中
に
青
年
団
員
数
が
多
い
と
い
う
二
つ
の
理
由

か
ら
，
青
年
団
員
の
ケ
ー
ス
を
ヂ
団
員
調
査
」
に
含
め
て
検
討
し
，

一
般
青
年
と
の
相
違
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
団

員
調
査
jの
回
収
数
は
，
「
団
員
調
査
」
回
収
分
272＋
「
青
年
調

i査
」
青
年
団
員
数
分
57＝
329，
回
収
率
は
，
約
40％
と
な
る
。

　
さ
ら
に
，
「
青
年
調
査
」
の
問
22「
あ
な
た
は
，
青
年
団
以
外
の

団
体
や
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
り
ま

す
か
。
（
一
つ
に
○
）
」
の
選
択
肢
「
1．
い
ま
参
加
し
て
い
る
」

（
99名
）
，
「
2．
前
に
参
加
し
て
い
た
」
（
77名
）
を
合
わ
せ
て
「
グ

ル
ー
プ
経
験
渚
（
176名
）
，
「
3．
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」
（
272

名
）
を
「
グ
ル
ー
プ
未
経
験
」
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
リ
コ
ー
ド
し

た
。
こ
の
2つ
に
青
年
団
員
を
加
え
た
3つ
の
集
団
，
す
な
わ
ち

青
年
団
員
（
329名
）
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
（
176名
）
，
グ
ル
ー
プ
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未
経
験
者
（
2
72
名
）
と
他
の
質
問
項
目
と
の
ク
ロ
ス
集
計
を
中
心

的
に
用
い
，
調
査
結
果
の
検
討
を
す
す
め
る
。

　
な
お
，
表
に
付
し
て
い
る
「
＊
」
「
＊
＊
」
は
有
意
水
準
を
示

し
，
「
＊
」
は
5
％
，
「
＊
＊
」
は
1％
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。

第
2
章
集
計
結
果
（
1）

　
　
　
ら
の
検
討

主
に
グ
ル
ー
プ
活
動
経
験
か

〈
フ
ェ
ー
ス
・
シ
ー
ト
〉

］
）
青
年
団
員
の
3分
の
2
が
男
性
で
あ
る
。
（
表
2－
1
）

2）
平
均
年
齢
は
青
年
団
員
23
．
6歳
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
24
．
2歳
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
2
3．
4歳
。
グ
ル
ー
プ
経
験
者
に
2
0
歳
代
後
半

が
比
較
的
多
い
。
ま
た
，
青
年
団
員
の
年
齢
構
成
に
男
女
差
が
大

き
い
。
つ
ま
り
，
男
性
に
2
6
歳
以
上
が
35％
も
い
る
の
に
対
し
て
，

女
性
で
は
13％
に
過
ぎ
な
い
。
（
表
2－
2－
1～
表
2－
2－
2）

3）
学
歴
は
，
青
年
団
員
と
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
に
高
卒
が
多
く
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
に
大
学
短
大
卒
が
多
い
。
し
か
し
，
性
差
が
あ

り
，
男
性
に
は
グ
ル
ー
プ
間
に
顕
著
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
が
，

女
性
に
グ
ル
ー
プ
間
で
の
有
意
差
が
見
ら
れ
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者

め
4割
が
大
学
・
短
大
卒
で
あ
る
。
（
表
2－
3－
1～
表
2－
3－
2）

4
）
結
婚
・
子
ど
も
の
有
無
は
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
・
グ
ル
ー
プ

未
経
験
者
に
「
結
婚
・
子
ど
も
有
り
」
が
多
く
，
青
年
団
員
に
「
結

婚
し
て
い
な
い
」
が
多
い
。
（
表
2－
4）

5
）
農
家
に
つ
い
て
は
，
青
年
団
員
の
6
割
近
く
が
家
が
農
家
で

あ
る
。
グ
ル
ー
プ
経
験
者
・
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
で
は
約
半
数
。

（
表
2
－
5）

6）
　
職
業
は
，
青
年
団
員
・
グ
ル
ー
プ
経
験
者
に
公
務
員
が
多
く
，

特
に
青
年
団
員
は
農
協
等
団
体
勤
務
を
合
わ
せ
る
と
，
3
1．
6％
が

地
域
に
関
わ
り
あ
る
職
に
就
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
も
性
差

が
あ
り
，
男
性
に
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
，
主
婦
の
7
4
％
が
グ
ル
ー

プ
活
動
未
経
験
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
（
表
2
－
6－
1～
表
2－
6－
2
）

　
な
お
，
職
業
に
つ
い
て
の
質
問
項
目
（
手
取
り
収
入
，
勤
務
形

態
，
仕
事
に
就
い
た
理
由
，
仕
事
へ
の
満
足
，
仕
事
へ
の
不
満
の

内
容
，
転
職
願
望
）
に
つ
い
て
は
，
グ
ル
ー
プ
所
属
の
有
無
と
の

相
関
は
見
ら
れ
な
い
。

7
）
居
住
経
験
は
，
Uタ
ー
ン
が
青
年
団
員
の
3割
に
達
し
て
い

る
が
，
他
地
域
か
ら
の
移
住
者
の
比
率
は
低
い
。
（
表
2－
7
）

　
Uタ
ー
ン
（
他
の
地
域
に
出
て
，
戻
っ
て
き
た
）
の
理
由
は
，

青
年
団
員
　
　
　
　
：
「
家
を
継
ぐ
］
30、
3
％
，
「
家
庭
の
都
合
」

　
　
　
　
　
　
　
　
24
．
7％
，
「
そ
の
他
」
19．
1％
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
稼
庭
の
都
合
」
25．
6％
，
「
こ
ち
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
良
い
仕
事
が
あ
っ
た
」
25
．
6
％
，
「
望
郷
］

　
　
　
　
　
　
　
　
20
．
9％
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
望
郷
」
2
5、
9％
，
「
家
庭
の
都
合
」

　
　
　
　
　
　
　
　
20．
4％
，
「
な
ん
と
な
く
」
20．
4％
の
順
。

青
年
団
員
に
，
「
家
」
意
識
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

1、
「
参
加
」
経
験
的
側
面

〈
充
実
体
験
に
つ
い
て
＞

1）
充
実
体
験
（
「
自
分
も
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
」
「
や
っ
た
！
」

と
思
え
る
よ
う
な
体
験
）
は
，
申
学
（
表
2－
8－
1）
・
高
校
（
表
2－
8－
2）

時
代
と
も
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
に
「
そ
う
い
う
体
験
は
な
い
」

が
有
意
に
多
い
。
青
年
団
員
と
グ
ル
ー
プ
経
験
者
は
ほ
ぼ
同
傾
向

で
あ
る
。

2）
　
充
実
体
験
：
中
学
の
場
面
と
し
て
は
，

青
年
団
員
　
　
　
　
．
「
部
活
」
55．
8％
，
「
学
校
行
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
26．
2％
，
「
友
達
と
の
付
き
合
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
18．
4％
，
　
「
授
業
」
　
15．
5％
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
「
部
活
」
62．
3％
，
「
学
校
行
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
27．
0％
，
「
授
業
」
25．
4％
，
「
生
徒
会
活

　
　
　
　
　
　
　
　
動
」
18．
0％
，
「
友
達
と
の
付
き
合
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
18．
0％
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
部
活
」
69、
7％
，
「
授
業
」
24．
6％
，

　
　
　
　
　
　
　
　
「
学
校
行
事
」
24．
6％
，
「
友
達
と
の
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
合
い
」
19．
0％
，
の
順
。

　
青
年
団
員
は
「
部
活
］
「
授
業
」
が
そ
れ
ぞ
れ
低
い
。
一
方
，
グ

ル
ー
プ
経
験
者
に
ダ
生
徒
会
」
（
青
年
団
員
6．
3％
，
グ
ル
ー
プ
未

経
験
者
7、
0％
）
が
多
い
。

3）
充
実
体
験
：
高
校
の
場
面
と
し
て
，
2割
以
上
は
，

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
者

：
「
部
活
」
55．
1％
，
「
学
校
行
事
」

33．
0％
，
F友
達
と
の
付
き
合
い
」

24．
2％
，

：
「
部
活
」
59．
7％
，
「
学
校
行
事
」

30．
2％
，
「
友
達
と
の
付
き
合
い
」

27．
3％
，
　
「
授
業
」
　
24．
5％
，

　
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
部
活
」
41．
8％
，
「
友
達
と
の
付
き
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
」
35．
6％
，
「
授
業
」
30．
8％
，
「
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事
」
29．
5％
，
「
趣
味
や
遊
び
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
21．
2％
，
で
あ
る
。

　
青
年
団
員
は
「
授
業
」
（
17．
2％
）
が
低
い
。
ま
た
，
青
年
団
員
・

グ
ル
ー
プ
経
験
者
は
「
学
校
外
で
の
行
事
・
活
動
」
（
青
年
団
員

12．
8％
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
12．
9％
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
3．
4％
）

が
高
い
。

　
以
上
の
点
は
，
地
域
活
動
経
験
と
相
関
が
あ
り
，
〈
地
域
社
会
に

つ
い
て
〉
の
項
目
で
検
討
す
る
。

4）
　
充
実
体
験
は
，
学
歴
と
の
相
関
が
見
ら
れ
，
短
大
・
大
学
経

験
者
ほ
ど
充
実
体
験
を
多
く
持
っ
て
い
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
表
2～
9－
1～
表
2－
9－
2）
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表
2－
1　
　
性
男
lj

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計

性
別

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

男
　
女

2
21
U7．
4％

P07

R2．
6％

　
79
S4．
9％

@97
T5．
1％

118

S3．
5％

P53

T6．
5％

418
T3．
9％

R57
S6．
1％

表
2－
2－
1　
　
年
齢
男
‖

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計

年
齢

青
無
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

1
8歳
～
2
1歳

Q2
歳
～
25
歳

Q6
歳
～
29
歳

R0
歳
以
上

　
98
Q9．
9％

P3
9

S2．
4％

@7
4
Q2．
6％

@1
7
T．
2％

　
41
Q3．
3％

@64
R6．
4％

@71
S0．
3％

@0@．⑪
％

　
87
R2．
1％

@99
R6．
5％

@84
R1．
0％

@1@．4％

226
Q9．
2％

R02
R9．
0％

Q29
Q9．
5％

@18
Q．
3％

表
2
－
2－
2　
性
別
に
見
た
年
齢
別
構
成

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計

性
別
・
年
齢

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

男1
8歳
～
2
1歳

5
6

17
40

113

25．
5％

21．
5％

33．
9％

27．
1％

2
2歳
～
2
5歳

87
25

42
154

39．
5％

3L6％
35．
6％

36．
9％

2
6歳
～
2
9歳

61
37

35
133

27．
7％

46．
8％

29．
7％

3L9％
3
0歳
以
上

16
0

1
17

7．
3％

．
G％

．
8％

4．
1％

女1
8歳
～
2
1歳

42
24

46
112

39．
3％

24．
7％

30．
3％

31．
5％

2
2歳
～
2
5歳

51
39

57
147

47．
7％

402％
37．
5％

413％
2
6歳
～
2
9歳

13
34

49
96

12．
1％

35．
1％

32．
2％

27．
0％

3
0歳
以
上

1
0

0
1

．
9
％

．
G％

．
0％

．
3％



1

及

鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
2号
　
1993年
3月

表
2－
3
－
1学
歴
構
成

113

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計
学
歴

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

中
学
校

4
2

7
13

12％
1．
2％

2．
6％

1．
7％

高
校

225
101

188
514

69．
2％

58．
4％

69．
6％

66．
9％

高
専

3
5

7
15

．
9
％

2．
9％

2．
6％

2．
0％

短
期
大
学

27
27

24
78

8．
3％

15．
6％

8．
9％

1◎
．
2％

大
学

28
22

17
67

8．
6％

12．
7％

6．
3％

8．
7％

専
修
大
学

32
15

23
70

9．
8％

8．
7％

8．
5％

9．
1％

職
業
訓
練
校

4
0

2
6

1．
2％

、
0％

．
7％

、
8％

そ
の
他

2
1

2
5

。
6
％

．
6％

．
7％

．
7％

表
2
－
3－
2性
別
に
み
た
学
歴
構
成

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

性
別
・
学
歴

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

計

男中
学
・
職
訓
・
他

9
1

8
18

4．
1％

1．
3％

6．
8％

4．
3％

高
校

161
56

90
307

73．
5％

71．
8％

76．
9％

74．
2％

高
専
・
専
修
学
校

1
6

10
6

32

7．
3％

12．
8％

5．
1％

7．
7％

短
大
・
大
学

3
3

11
13

57

15．
1％

14．
1％

11．
1％

13．
8％

女中
学
・
職
訓
・
他

1
2

3
6

LO％
2．
1％

2．
0％

1．
7％

高
校

64
45

98
207

61．
0％

47．
4％

64．
5％

58．
8％

高
専
・
専
修
学
校

1
9

10
23

52

18．
1％

10．
5％

15．
1％

14．
8％

短
大
・
大
学

21
38

28
87

20．
0％

40．
0％

18．
4％

24．
7％

表
2－
4結
婚
・
子
ど
も
の
有
無

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計
配
偶
者
・
子
ど
も

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

結
婚
，
子
ど
も
有
り

牛
･，
子
ど
も
無
し

牛
･し
て
い
な
い

ｻ
の
他

　
17
T．
2％

@1
3
S．
0％

Q97
X0．
5％

@1@．
3
％

　
27
P5．
3％

@8S．
5％

P41

W0．
1％

@o@．0％

　
44
P6．
2％

@12
S．
4％

Q15
V9．
0％

@1@．4％

　
88
PL3％
@33
S．
3％

U53
W4．
1％

@2@．3％
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表
2
－
5農
家
・
非
農
家
の
別

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

農
家

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

計

専
業
農
家

31
6

17
54

9．
6％

3．
6％

6．
3％

7．
1％

第
1種
兼
業
農
家

19
10

15
44

5．
9％

5．
9％

5．
6％

5．
8％

第
2種
兼
業
農
家

1
41

62
103

306

43．
5％

36．
7％

38．
3％

4◎
2％

農
家
で
は
な
い

133
91

134
358

41．
o％

53．
8％

49．
8％

47．
G％

表
2
－
6－
1　
　
職
業
三
弓
‖
構
成

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計
職
業

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

専
門
職

25
21

23
69

7．
6％

123％
8．
5％

9．
o％

公
務
員

6
9

30
14

113

21．
0％

17．
5％

5．
2％

14．
7％

農
協
等
団
体
勤
務

3
5

12
19

66

10．
6％

7．
眺

7．
0％

8．
6％

会
社
員

132
72

123
327

40．
1％

42．
1％

45．
6％

42．
％

店
員

7
3

11
21

2．
1％

1．
8％

4．
1％

2．
7％

技
能
職

3
1

12
24

67

9．
4％

7．
0％

8．
9％

8．
7％

農
林
漁
業

9
o

1
10

2．
7％

．
0％

．
4％

1．
3％

商
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
自
営

7
6

9
22

2．
1％

3．
5％

3．
3％

2．
9％

主
婦

0
5

14
19

．
o％

2．
9％

5．
2％

2．
5％

学
生

4
7

12
23

1．
2％

4．
1％

4．
4％

3．
0％

失
業
中
・
無
職

2
0

6
8

’
6％

．
0％

2．
2％

1．
G％

そ
の
他

8
3

14
25

2．
4％

L8％
5．
2％

3．
2％

＜
地
域
社
会
で
の
活
動
経
験
＞

1
）
地
域
活
動
（
子
ど
も
会
，
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
，
そ
の
他
の

青
少
年
団
体
活
動
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
）
に
つ
い
て
は
，

小
学
生
（
表
2－
1
0－
1）
・
中
学
生
（
表
2－
10－
2）
時
代
で
は
，
グ
ル
ー

プ
経
験
者
，
青
年
団
員
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
の
順
に
，
地
域
活

動
に
積
極
的
で
あ
る
。
高
校
生
（
表
2－
10
－
3）
時
代
に
つ
い
て
は
，

小
・
中
と
同
様
な
傾
向
が
あ
る
が
，
青
年
団
員
に
積
極
的
参
加
者

が
相
対
的
に
多
く
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
小
・
中
・
高
で
の
地
域
活
動
経
験
は
，
青

年
期
の
グ
ル
ー
プ
活
動
と
相
関
関
係
が
強
い
と
言
え
る
。

2
）
　
し
か
し
，
ま
た
表
2
－
1◎
－
4
か
ら
表
2－
10－
6に
窺
え
る
よ
う
に
，

学
歴
と
の
相
関
が
見
ら
れ
，
短
大
・
大
学
経
験
者
ほ
ど
地
域
活
動

経
験
を
多
く
持
っ
て
い
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

3）
　
ま
た
，
学
校
で
の
充
実
体
験
と
の
相
関
も
見
ら
れ
，
充
実
体

験
を
有
し
て
い
る
者
ほ
ど
，
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
。
（
表
2－
11一
ユ
～
表
2－
11－
3）

4）
　
こ
の
様
子
を
，
「
地
域
活
動
：
高
校
生
」
を
用
い
て
検
討
す
る

と
，
「
他
の
団
体
活
動
へ
の
参
加
」
と
の
ク
ロ
ス
集
計
（
表
2－
12－
D

で
は
，
地
域
活
動
の
積
極
的
参
加
者
の
3分
の
2が
集
団
活
動
を

経
験
し
て
い
る
の
に
対
し
て
，
不
参
加
者
は
4割
強
し
か
集
団
経

験
が
な
い
。

　
「
充
実
体
験
：
高
校
」
と
の
ク
ロ
ス
集
計
（
表
2－
12－
2）
で
は
，

地
域
活
動
の
積
極
的
参
加
者
の
9割
近
く
が
何
ら
か
の
充
実
体
験

を
有
し
，
強
く
持
っ
て
い
る
者
は
46％
に
昇
る
の
に
対
し
て
，
不
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表
2
十
2性
別
に
み
た
職
業
構
成

115

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計
性
別
・
職
業

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

男専
門
職

6
7

1
14

2．
7％

9．
1％

．
9％

3．
4％

公
務
員

5
7

16
8

81

25．
8％

20．
8％

6．
8％

19．
5％

農
協
等
団
体
勤
務

2
7

5
10

42

12．
2％

6．
5％

8．
5％

1◎
．
1％

会
社
員

7
8

33
58

169

35．
3％

42．
9％

49．
6％

40．
7％

店
員
・
技
能
職

3
2

10
24

66

14．
5％

13．
0％

20．
5％

15．
9％

農
業
・
自
営

16
5

5
26

7．
2％

6．
5％

4．
3％

6．
3％

主
婦
・
学
生
等

5
1

11
17

2．
3％

1．
3％

9．
4％

4．
1％

女専
門
職

18
14

22
54

16．
8％

14．
9％

14．
5％

15．
3％

公
務
員

12
14

6
32

11．
2％

14．
9％

3．
9％

9．
1％

農
協
等
団
体
勤
務

8
7

9
24

7．
5％

7．
4％

5．
9％

6．
8％

会
社
員

54
39

65
158

50．
5％

41．
5％

42．
8％

44．
8％

店
員
・
技
能
職

6
5

11
22

5．
6％

5．
3％

7．
2％

6．
2％

農
業
・
自
営

0
1

5
6

．
0％

1．
1％

3．
3％

1．
7％

主
婦
・
学
生
等

9
14

34
57

8．
4％

14．
9％

22．
4％

16．
1％

表
2－
7　
居
住
経
験

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計
居
住
経
験

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

ず
っ
と
住
ん
で
い
る

齠
x
他
の
地
域
に
住
ん
で
戻
っ

@
て
き
た

ｼ
の
地
域
に
住
ん
で
い
た

20
9
U5．
9％

@96
R0．
3％

@12
R．
8％

104

U1．
5％

@44
Q6．
0％

@21
P2．
4％

182

U7．
4％

@57
QL1％
@31
P1．
5％

495
U5．
5％

P97

Q6．
1％

@64
W．
5％

表
2－
8
づ
　
充
実
体
験
の
有
無
：
中
学

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

充
実
体
験
：
中
学

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

計

強
く
あ
る

ｭ
し
は
あ
る

ｻう
い
う
体
験
は
な
い

　
5
4
P7．
5％

P
5
6
T0．
6％

@98
R1．
8％

　
4◎

Q3．
3％

@86
T0．
0％

@46
Q6．
7％

　
23
W．
9％

P21

S6．
7％

P15
S4．
4％

117

P5．
8％

R63
S9．
1％

Q59
R5．
0％

＊
＊

＊＊
＊

＊
＊
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年
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地
域
意
識
と
集
団
活
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表
乞
8
－
2充
実
体
験
の
有
無
：
高
校

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

充
実
体
験
：
高
校

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

計

強
く
あ
る

ｭ
し
は
あ
る

ｻう
い
う
体
験
は
な
い

　
9
7
R1．
7％

P
4
0

S5．
8％

@
69
Q2．
5％

　
49
Q8．
3％

@96
T5．
5％

@28
P6．
2％

　
37
P4．
1％

t2
S2．
7％

t3
S3．
1％

183

Q4．
7％

R48
S7．
0％

Q10
Q8．
3％

＊
＊

表
2－
9－
1充
実
体
験
の
有
無
：
中
学
と
学
歴
と
の
ク
ロ
ス
集
計

学
　
　
　
　
歴

充
実
体
験
：
中
学

中
学
・
職
訓
・
他

高
　
校

高
専
・
専
修
学
校
短
大
・
大
学

強
く
あ
る

ｭ
し
は
あ
る

ｻう
い
う
体
験
は
な
い

　
3
P2．
5％

@14
T8．
3％

@7Q9．
2％

　
57
P1．
5％

Q44

S93％
P94

R9．
2％

　
18
Q2．
2％

@43
T3．
1％

@20
Q4．
7％

　
39
Q8．
1％

@63
S53％
@37
Q6．
6％

＊
＊

表
2
－
9－
2
充
実
体
験
の
有
無
：
高
校
と
学
歴
と
の
ク
ロ
ス
集
計

学
　
　
　
　
歴

充
実
体
験
：
高
校

中
学
・
職
訓
・
他
高
校

高
専
・
専
修
学
校
短
大
・
大
学

強
く
あ
る

ｭ
し
は
あ
る

ｻ
う
い
う
体
験
は
な
い

　
6
R5．
3％

@6R5．
3％

@5Q9．
4％

104

Q0．
8％

Q4G
S8．
1％

P55

R1．
1％

　
23
Q8．
0％

@39
S7．
6％

@20
Q4．
4％

　
50
R5．
0％

@65
S5．
5％

@28
P9．
6％

＊
＊

表
2
－
1
ひ
1地
域
活
動
経
験
：
小
学
生

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

地
域
活
動
・
小
学
生

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

計

積
極
的
参
加

ﾁ
極
的
参
加

s参
加

　
86
Q8．
0％

@9
8
R1．
9％

P2
3

S0．
1％

　
55
RL8％
@74
S2．
8％

@44
Q5．
4％

　
53
Q0．
6％

@87
R3．
9％

P17

S5．
5％

194

Q6．
3％

Q59
R5．
1％

Q84
R8．
5％

＊
＊

表
2
－
10
－
2地
域
活
動
経
験
：
中
学
生

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

地
域
活
動
・
中
学
生

青
隼
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

計

積
極
的
参
加

5
2

35
21

108

17．
0％

20．
6％

8．
1％

14．
7％

消
極
的
参
加

8
1

59
66

206

26．
6％

34．
7％

25．
6％

28．
1％

不
参
加

1
7
2

76
171

419
■

56，
496

44．
7％

66．
3％

57．
2％

＊
＊
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表
2－
10－
3　
地
域
活
動
経
験
：
高
校
生

117

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計
地
域
活
動
・
高
校
生

青
年
回
損

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

積
極
的
活
動

ﾁ
極
的
参
加

s参
加

　
39
P2．
8
％

@22
V．
2
％

Q
4
3
V9．
9％

　
20
P1．
8％

@22
P2．
9％

P28

V5．
3％

　
11
S．
2％

@17
U．
5％

Q32

W9．
2％

　
70
X．
5％

@61
W．
3％

U03
W2．
2％

表
2
－
1
ひ
4
地
域
活
動
経
験
：
小
学
生
と
学
歴
と
の
ク
ロ
ス
集
計

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計

地
域
活
動
・
小
学
生

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

積
極
的
活
動

ﾁ
極
的
参
加

s参
加

　
8
R3．
3％

@5Q0．
8％

@11
S5．
8％

109

Q2．
3％

P71

R5．
0％

Q08
S2．
6％

　
24
R0．
8％

@30
R8．
5％

@24
R0．
8％

　
53
R6．
8％

@50
R4．
7％

@41
Q8．
5％

表
2－
1
0－
5
地
域
活
動
経
験
　
中
学
生
と
学
歴
と
の
ク
ロ
ス
集
計

学
　
　
　
　
歴

地
域
活
動
・
中
学
生

中
学
・
職
訓
・
他

高
　
校

高
専
・
専
修
学
校
短
大
・
大
学

積
極
的
参
加

ﾁ
極
的
参
加

s参
加

　
2
W．
3％

@8R3．
3％

@14
T8．
3
％

　
61
P2．
6％

P26
Q6．
0％

Q98
U1．
4％

　
18
Q3．
1％

@26
R3．
3％

@34
S3．
6％

　
27
P8．
8％

@46
R1．
9％

@71
S9．
3％

表
2
－
1
0
－
6
地
域
活
動
経
験
　
高
校
生
と
学
歴
と
の
ク
qス
集
計

学
歴

地
域
活
動
・
高
校
生

中
学
・
職
訓
・
他
高
校

高
専
・
専
修
学
校
短
大
・
大
学

積
極
的
参
加

1
38

13
18

4．
8％

7．
8％

16．
7％

12．
5％

消
極
的
参
加

1
39

10
11

4．
8％

8．
0％

12．
8％

7．
6％

不
参
加

19
412

55
115

90．
5
％

84．
3％

70．
5％

79．
9％

＊
＊

＊
＊

＊
＊
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z多

髪

参
加
者
は
7
割
弱
し
か
充
実
体
験
を
有
し
て
お
ら
ず
，
強
く
持
っ

て
い
る
者
は
22
％
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
，
地
域
活
動
積
極

的
参
加
者
の
積
極
面
が
現
わ
れ
て
い
る
。

　
「
充
実
体
験
：
高
校
の
場
面
」
と
の
ク
ロ
ス
集
計
（
表
2
－
1
2
－
3）

で
は
，
特
に
，
「
学
校
外
で
の
行
事
・
活
動
」
「
学
校
行
事
」
「
生
徒

会
活
動
」
の
選
択
肢
で
有
意
な
差
が
見
ら
れ
，
積
極
的
参
加
者
の

45％
が
「
学
校
外
で
の
行
事
・
活
動
」
，
38
％
が
「
学
校
行
事
」
，

1
8％
が
「
生
徒
会
活
動
」
に
そ
れ
ぞ
れ
充
実
体
験
を
有
し
て
い
る
。

　
以
上
，
充
実
体
験
（
中
・
高
）
と
地
域
活
動
経
験
（
小
・
中
・

高
）
，
そ
し
て
最
近
の
団
体
活
動
へ
の
参
加
経
験
と
の
間
に
は
，
相

関
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
，
こ
れ
ら
と
学
歴
と
の
関
わ
り
も
う
か
が

わ
れ
，
今
後
の
検
討
課
題
で
も
あ
る
。

5）
現
在
，
参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
は
，

　
青
年
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
．
「
青
年
団
体
活
動
」
7
3．
7
％
，
「
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
・
運
動
会
」
4
4
．
5
％
，
「
祭
り
」

　
　
　
　
　
　
　
3
4、
7％
，
「
そ
の
他
の
地
域
行
事
」
2
1．
8％

　
　
　
　
　
　
　
　
が
2
割
以
上
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
「
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
会
」
43．
7％
，
「
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
り
」
2
0、
1
％
が
2
割
以
上
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
考
え
て
い
な
い
」
5
3．
5
％
，
「
参
加
す

　
　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
が
な
い
」
26
．
0％
，
「
ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
　
　
　
　
運
動
会
」
1
4
．
0
％
の
順
。

　
「
考
え
て
い
な
い
」
「
参
加
す
る
も
の
が
な
い
」
は
青
年
団
員

7
．
1
％
，
3．
6％
（
グ
ル
ー
プ
経
験
者
16
．
7％
，
15
．
5
％
）
に
過
ぎ

な
い
。
ま
た
，
1
人
平
均
青
年
団
員
は
2
、
0
個
参
加
し
て
い
る
と
回

答
し
て
い
る
の
に
対
し
て
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
1．
1働
グ
ル
ー
プ

未
経
験
者
0
．
3個
と
大
き
な
差
が
出
て
い
る
。
こ
の
差
は
，
次
に
見

る
地
域
認
識
の
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。

2．
「
評
価
」
的
側
面

く
興
味
・
関
心
・
余
暇
・
悩
み
に
つ
い
て
＞

1
）
興
味
・
関
心
の
3割
以
上
は
，

青
年
団
員
　
　
　
　
：
「
ス
ポ
ー
ツ
」
39．
2
％
，
「
自
動
車
・
オ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
バ
イ
」
3
7
．
9
％
，
「
娯
楽
・
レ
ジ
ャ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
33．
9％
，
　
「
旅
イ
テ
」
　
3G．
4％
，

グ
ル
｝
プ
経
験
者
　
：
rス
ポ
ー
ツ
」
5
2．
6％
，
「
娯
楽
・
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ャ
ー
」
40．
6％
，
「
旅
行
」
34．
3％
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
娯
楽
・
レ
ジ
ャ
ー
」
3
3
．
3
％
，
「
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
」
　
31
．
9％
。

　
青
年
団
員
に
比
較
的
多
い
の
は
「
結
婚
」
27
．
3％
（
グ
ル
ー
プ

経
験
者
25．
1％
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
17．
4％
）
，
「
グ
ル
ー
プ
活

動
」
15
．
0％
（
グ
ル
ー
プ
経
験
者
5
．
1％
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者

1
、
1
％
）
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
に
比
較
的
多
い
の
は
「
特

に
な
い
」
］
5．
2％
（
青
年
団
員
5．
0％
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者

3．
4％
）
，
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
流
行
」
22．
2％
（
青
年
団
員

13、
2％
，
グ
ル
ー
プ
経
験
離
6、
0％
）
な
ど
で
あ
る
。

2）
　
平
日
の
自
由
時
間
の
利
用
で
，
2割
以
上
は
，

青
隼
団
員
　
　
　
　
：
「
テ
レ
ビ
」
67．
8％
，
「
ド
ラ
イ
ブ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
33．
4％
，
「
ご
ろ
寝
・
休
息
」
30．
9％
，
「
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
’
ソ
」
　
22．
7％
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
「
テ
レ
ビ
」
69．
0％
，
「
友
達
と
の
お
し
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
べ
り
」
28．
2％
，
「
ご
ろ
寝
・
休
息
」

　
　
　
　
　
　
　
　
24．
1％
，
「
ス
ポ
ー
ツ
］
24．
1％
，
「
ド
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ブ
」
23．
6％
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
テ
レ
ビ
」
73．
9％
，
「
ご
ろ
寝
・
休
息
」

　
　
　
　
　
　
　
　
33．
3％
，
「
ド
ラ
イ
ブ
」
27．
3％
，
「
友
達

　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
お
し
ゃ
べ
り
」
23．
1％
，
「
漫
画
・
週

　
　
　
　
　
　
　
　
刊
誌
な
ど
を
見
る
」
20ユ
％
。

　
青
年
団
員
に
は
「
グ
ル
ー
プ
活
動
」
16、
7％
（
グ
ル
ー
プ
経
験

者
5．
7％
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
0％
）
が
多
く
，
「
お
し
ゃ
べ
り
」

16．
4％
，
「
子
ど
も
の
相
手
・
育
児
」
3．
8％
が
少
な
い
。
こ
れ
に

は
，
青
年
団
員
の
女
性
と
既
婚
者
の
少
な
さ
が
反
映
し
て
い
る
。

3）
休
日
の
利
用
は
，
「
テ
レ
ビ
」
5割
近
く
，
「
ド
ラ
イ
ブ
」
3

～
4割
，
「
ご
ろ
寝
・
休
息
」
2割
代
，
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
jl～
2

割
代
で
あ
る
。

　
青
年
団
に
は
「
グ
ル
ー
プ
活
動
」
（
12．
2％
〉
グ
ル
ー
プ
経
験
者

4、
6％
〉
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
G．
4％
）
が
多
く
，
「
お
し
ゃ
べ
り
」

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
「
子
ど
も
の
相
手
・
育
児
」
が
少
な
い
。
こ
れ

｛
こ
は
，
平
日
の
自
由
時
間
同
様
，
女
性
と
既
婚
者
の
少
な
さ
が
反

映
し
て
い
る
。

4）
悩
み
で
2割
以
上
は
，

　
青
年
団
員
　
　
　
　
：
「
金
銭
」
40．
3％
，
「
将
来
」
29、
7％
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
職
業
・
職
場
」
25．
9％
，
「
異
性
関
係
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
25．
6％
，
　
「
結
婚
」
　
21．
79≦
，

　
グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
「
将
来
」
4L6％
，
「
金
銭
」
34．
1％
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
職
業
・
職
場
」
25．
4％
，
「
結
婚
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
22．
5％
，
「
特
に
な
い
」
20．
2％
，

　
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
特
に
な
い
」
33．
1％
，
「
金
銭
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
33．
1％
，
「
将
来
」
26．
7％
。

　
青
年
団
員
・
グ
ル
ー
プ
経
験
者
に
は
「
特
に
な
い
」
（
そ
れ
ぞ
れ

17．
3％
，
20．
2％
）
が
少
な
く
，
「
職
業
・
職
場
」
が
グ
ル
ー
プ
未

経
験
老
（
15、
8％
）
よ
り
多
い
。
青
年
団
員
に
は
「
異
性
関
係
」

が
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
。
性
差
が
見
ら
れ
る
の
は
，
「
金

銭
」
（
男
45．
5％
〉
女
24．
9％
）
，
隈
性
関
係
」
（
男
21．
5％
〉
女

15．
0％
）
，
「
結
婚
」
（
男
16．
4％
＜
女
24．
4％
）
で
あ
る
。

5）
親
し
い
友
人
は
，
一
般
青
年
，
青
年
団
員
と
も
約
9～
14％
が

い
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

6）
友
人
と
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け
は
，
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青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
者

　
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者

　
青
年
団
員
・
グ
ル
ー
プ
経
験
者
は
「
学
校
」
「
職
場
」
が
低
く
な

る
傾
向
が
あ
り
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
で
は
「
グ
ル
ー
プ
活
動
」

（
13．
7％
）
が
高
く
な
る
。
青
年
団
員
の
場
合
，
「
青
隼
団
」
3
3
．
6
％

と
回
答
し
て
い
る
よ
う
に
，
青
年
期
に
と
っ
て
重
要
な
人
間
関
係

の
深
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

：
「
学
校
」
58
．
6
％
，
「
青
年
団
」

3
3
．
6％
，
　
「
職
場
」
　
3
1
．
3
％
，

：
「
学
校
」
6
3、
3
％
，
「
職
場
」
37
、
4％
，

：
「
学
校
」
6
7．
2
％
，
「
職
場
」
45
．
3％
。

〈
社
会
観
・
人
全
観
＞

1
）
生
き
が
い
は
，
2
割
以
上
で
多
い
の
は
，

青
年
団
員
　
　
　
　
：
「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
」
48
、
9％
，
「
友
人
・

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
中
間
」
　
37．
7％
，
　
「
仕
事
」
　
30．
4％
，
　
「
団

　
　
　
　
　
　
　
　
体
・
サ
ー
ク
ル
活
動
」
2
7、
8％
，
「
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
役
立
っ
32
2
．
4
％
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
」
53
．
4％
，
F友
入
・

　
　
　
　
　
　
　
　
仲
聞
」
39．
1
％
，
　
「
仕
事
」
31
．
0
％
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
友
人
・
仲
間
」
40．
0％
，
「
ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
趣
味
」
　
34．
2％
，
　
「
佳
事
」
　
24．
2％
，
　
「
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
＼
」
　
22．
3％
。

　
青
年
団
員
は
「
団
体
・
サ
ー
ク
ル
活
動
」
（
グ
ル
ー
プ
経
験
者

9．
8％
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
1．
9％
）
，
「
社
会
の
た
め
」
（
グ
ル
ー

プ
経
験
者
1
7．
8
％
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
9．
6
％
）
が
高
い
。
ま

た
，
「
家
族
」
8．
0％
（
グ
ル
ー
プ
経
験
者
1
6．
7％
，
グ
ル
ー
プ
未

経
験
者
19
．
6％
）
が
低
い
が
，
こ
の
背
景
に
は
青
年
団
員
に
は
既

婚
者
が
少
な
く
，
独
身
者
が
多
い
と
い
う
点
が
働
い
て
い
る
。

　
ま
た
，
性
差
が
大
き
く
，
顕
著
な
項
目
は
，
「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
」

（
男
55．
1％
〉
女
3
2．
7
％
）
，
「
友
人
・
仲
間
」
（
男
33．
8
％
〈
女

44
．
0
％
）
，
「
生
き
が
い
に
感
じ
る
こ
と
は
な
い
」
（
男
7．
2％
＜
女

1
2．
8％
）
で
あ
る
。

2）
　
人
生
の
騒
標
は
，

　
青
年
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
．
「
幸
せ
な
家
庭
」
5
9．
4
％
，
「
人
並
み
の

　
　
　
　
　
　
　
生
活
」
20．
0％
，
「
職
業
人
」
19
。
4％
，
「
金

　
　
　
　
　
　
　
持
ち
」
1
7ユ
％
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
「
幸
せ
な
家
庭
i
」
58
．
4％
，
「
人
並
み
の

　
　
　
　
　
　
　
生
活
」
22．
0％
，
「
職
業
人
」
17
．
9％
，
「
創

　
　
　
　
　
　
　
造
的
な
仕
事
」
15
．
6％
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
幸
せ
な
家
庭
」
5
7．
0
％
，
「
人
並
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
」
2
7．
5％
，
「
金
持
ち
」
1
5．
1％
，
「
職

　
　
　
　
　
　
　
　
業
人
」
12．
1
％
の
順
。

青
年
団
員
と
グ
ル
ー
プ
経
験
者
は
「
人
並
み
の
生
活
」
が
低
く
，

「
職
業
人
と
し
て
そ
の
道
に
精
通
」
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

ま
た
，
性
差
が
大
き
く
，
頭
著
な
項
目
は
，
「
幸
せ
な
家
庭
」
（
男

43．
7％
〈
女
74．
4％
）
，
「
職
業
人
」
（
男
22．
0％
〉
女
10．
2％
）
，

「
創
造
的
な
仕
事
」
（
男
12．
9％
〉
女
3．
7％
）
，
「
金
持
ち
」
（
男

18．
5％
〉
女
8．
8％
）
，
「
人
並
み
の
生
活
」
（
男
19．
0％
く
女
28．
7％
）

で
あ
る
。

〈
地
域
社
会
に
つ
い
て
＞

1）
　
地
域
の
良
い
点
は
，
「
自
然
環
境
」
（
89．
8％
）
，
「
友
人
関
係
」

（
52．
9％
）
，
「
人
情
」
（
46．
6％
）
の
順
で
共
通
し
て
い
る
が
，
青

年
団
員
が
1人
平
均
3．
4個
良
い
と
回
答
し
全
体
的
に
肯
定
的
評

価
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
2．
8個
，
グ

ル
ー
プ
未
経
験
者
2．
5個
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

2）
地
域
の
悪
い
点
は
，
「
娯
楽
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
」
（
83．
7％
）
，

「
文
化
施
設
・
ホ
ー
ル
」
（
55．
1％
）
，
「
教
育
や
就
労
の
機
会
」

（
40．
5％
）
の
順
で
共
通
し
て
い
る
が
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
が

1人
平
均
2．
5個
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
1人
平
均
2．
9個
そ
れ
ぞ
れ

悪
い
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
て
，
青
年
団
員
は
2．
7個
で
あ

り
，
「
青
年
に
対
す
る
理
解
度
」
で
青
年
団
員
が
高
い
（
41．
6％
〉

グ
ル
ー
プ
経
験
者
37、
8％
〉
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
30．
0％
）
の
を

除
く
と
ほ
ぼ
同
じ
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
良
い
点
と
合
わ
せ
て

考
え
る
と
，
青
年
団
員
の
地
域
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
が
見
ら
れ

る
。

3）
定
住
意
識
は
，
青
年
団
員
は
「
ず
っ
と
｛
主
ん
で
い
た
い
」

41．
7％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
経
験
者
と
グ
ル
ー
プ
未

経
験
者
は
同
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
，
こ
の
傾
向
は
一
般
的
に
男

性
に
強
く
，
ま
た
，
男
性
の
中
で
は
青
年
団
員
の
定
住
意
識
の
強

さ
が
一
定
見
ら
れ
る
が
，
女
性
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ

の
こ
と
は
，
女
性
が
，
結
婚
に
よ
り
他
の
地
域
に
移
る
可
能
性
の

高
さ
を
自
覚
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
と
思
わ
れ
る
。
（
表

2－
13－
］
～
表
2－
13－
2）

4）
青
年
と
し
て
参
加
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
地
域
活
動
は
，

青
年
団
員
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
「
青
年
団
体
活
動
」
　
62，
9％
，
　
「
祭
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
56．
5％
，
「
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
53．
7％
，
「
奉
仕
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
52．
4％

　
　
　
　
　
　
　
　
が
5割
以
上
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
「
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
会
」
48、
5％
，
「
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
り
」
45．
7％
，
「
奉
仕
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
45．
1％
が
4割
台
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
際
り
」
39．
8％
，
「
考
え
て
い
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
38、
7％
が
3割
台
。

　
「
考
え
て
い
な
い
」
，
「
参
加
す
る
も
の
が
な
い
」
（
グ
ル
ー
プ
未

経
験
者
8．
4％
）
は
青
年
団
員
で
は
そ
れ
ぞ
れ
9、
6％
，
3．
8％
（
グ

ル
ー
プ
経
験
者
18．
5％
，
5．
2％
）
に
過
ぎ
な
い
。
1人
平
均
青
年

団
員
は
2．
8個
参
加
す
べ
き
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
て
，
グ

ル
ー
プ
経
験
者
は
2．
2個
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
は
1．
4個
と
差
が
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表
2－
1
1－
1
地
域
活
動
経
験
：
小
学
生
と
充
実
体
験
の
有
無
1中
学
と
の
ク
ロ
ス
集
計

充
実
体
験
：
中
学

地
域
活
動
・
小
学
生

強
く
あ
る

少
し
は
あ
る
そ
う
い
う
体
験
は

ﾈい

計

積
極
的
参
加

5
9

89
37

185

50．
9％

25．
3％

14．
7％

25．
7％

消
極
的
参
加

3
2

151
74

257
27．
6％

42．
9％

29．
5％

35．
7％

不
参
加

2
5

112
UO

277
21．
6％

3L8％
55．
8％

38．
5％

表
2
－
1
1
－
2
地
域
活
動
経
験
：
中
学
生
と
充
実
体
験
の
有
無
：
中
学
生
と
の
ク
ロ
ス
集
計

充
実
体
験
：
中
学

地
域
活
動
・
中
学
生

強
く
あ
る

少
し
は
あ
る
そ
う
い
う
体
験
は

ﾈい

計

積
極
的
参
加

3
8

50
18

106

33．
3％

14．
2％

7．
2％

14．
8％

消
極
的
参
加

32
119

48
199

28．
1％

33．
9％

19．
2％

27．
8％

不
参
加

44
182

184
410

38．
6％

51．
9％

73．
6％

57．
3％

表
2
－
11
－
3地
域
活
動
経
験
：
高
校
生
と
充
実
体
験
の
有
無
二
高
校
生
と
の
ク
ロ
ス
集
計

充
実
体
験
：
高
校

地
域
活
動
・
高
校
生

強
く
あ
る

少
し
は
あ
る
そ
う
い
う
体
験
は

ﾈい

計

積
極
的
参
加

32
3G

8
70

18．
2％

8．
9％

3．
9％

9．
7％

消
極
的
参
加

13
32

14
59

7．
4％

9．
5％

6．
8％

8．
2％

不
参
加

1
31

274
184

589
74．
4％

81．
5％

89．
3％

82．
0％

表
2
－
12
－
1団
体
活
鋤
へ
の
参
加
と
地
域
活
動
経
験
：
高
校
生
と
の
ク
ロ
ス
集
計

地
域
活
動
・
高
校
生

他
の
団
体
活
動
へ
の
参
加

積
極
的
参
加

消
極
的
参
加

不
参
加

計

入
っ
て
い
る

ﾈ
前
は
入
っ
て
い
た

?
ﾁ
て
い
な
い

　
31
S4．
9％

@15
Q1．
7％

@23
R3．
3％

　
19
R1．
1％

@15
Q4．
6％

@27
S4．
3％

199

R4．
0％

@55
X．
4％

R31

T6．
6％

249
R4．
8％

@85
P1．
9％

R81
T3．
3％

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊
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表
2
－
12
－
2充
実
体
験
の
有
無
：
高
校
と
地
域
活
動
経
験
：
高
校
生
と
の
ク
ロ
ス
錐
計

121

地
域
活
動
・
高
校
生

充
実
体
験
：
高
校

積
極
的
参
加

消
極
的
参
加

不
参
加

計

強
く
あ
る

ｭ
し
は
あ
る

ｻ
う
い
う
体
験
は
な
い

　
3
2
S5．
7％

@30
S2．
9％

@8P1．
4％

　
13
Q2．
0％

@32
T4．
2％

@14
Q3．
7％

131

Q2．
2％

Q74

S6．
5％
P84

R1．
2％

176

Q4．
5％

R36
S6．
8％

Q06
Q8．
7％

表
2
－
1
2
－
3
充
実
体
験
の
有
無
1高
校
の
場
面
と
地
域
活
動
経
験
：
高
校
生
と
の
ク
ロ
ス
集
計

地
域
活
動
・
高
校
生

計
充
実
体
験
の
場
面

積
極
的
参
加

消
極
的
参
加

不
参
加

授
業

1
5

7
95

117
25．
0％

15．
9％

23．
9％

23．
3％

学
校
行
事

23
13

118
154

38．
3％

29．
5％

29．
6％

30．
7％

部
活
動

34
26

204
264

56．
7％

59．
1％

51．
3％

52．
6％

生
徒
会
活
動

11
1

16
28

18．
3％

2．
3％

4．
0％

5．
6％

塾
な
ど
で
の
勉
強

0
0

0
0

．
0
％

．
0％

．
0％

，
096

友
達
と
の
付
き
合
い

1
1

19
114

144
18．
3％

43．
2％

28．
6％

28．
7％

趣
味
や
遊
び

8
13

59
80

13．
3％

29．
5％

14．
8％

15．
9％

学
校
外
で
の
行
事
・
活
動

27
6

18
51

45．
0％

13．
6％

4．
5％

10．
2％

特
技
・
技
能
の
習
得

8
3

37
48

13．
3％

6．
8％

9．
3％

9．
6％

そ
の
他

0
2

9
11

．
0
％

4．
5％

2．
3％

2．
2％

表
2－
1
3－
1
　
定
住
意
識

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

計
定
住
意
識

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

ず
っ
と
住
む

ｼの
土
地
で
住
む

｢確
定

1
33
S1．
7％

@96
R0．
1％

@90
Q8．
2％

　
48
Q7．
7％

@65
R7．
6％

@60
R4．
7％

　
75
Q8．
0％

@99
R6．
9％

@94
R5．
1％

256
R3．
7％

Q60
R4．
2％

Q44
R2．
1％

＊
＊

＊
＊
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生
田
周
二
・
前
田
　
昇
：
青
年
の
地
域
意
識
と
集
団
活
動

　
　
　
　
表
2
－
13
－
2性
別
に
み
た
定
住
意
識

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

性
別
・
定
住
意
識

青
年
団
員

グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

計

男ず
っ
と
住
む

1
04

28
40

172

49．
1％

36．
4％

34．
2％

42．
4％

他
の
土
地
で
住
む

54
25

36
115

25．
5％

32．
5％

30．
8％

28．
3％

未
確
定

54
24

41
119

25．
5％

31．
2％

35．
0％

29．
3％

女ず
っ
と
住
む

28
20

34
82

26．
4％

20．
8％

22．
7％

23．
3％

他
の
土
地
で
住
む

42
40

63
145

39．
6％

4L7％
42．
0％

41．
2％

未
確
定

36
36

53
125

34．
0％

37．
5％

35．
3％

35．
5％

＊

表
2－
14
－
1　
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
障
害

グ
ル
ー
プ
加
入
経
験

参
加
で
き
な
い
理
由

計
グ
ル
ー
プ
経
験
グ
ル
ー
プ
未
経
験

時
間
が
な
い

84
145

229
55．
3％

54．
9％

55．
0％

お
金
が
な
い

26
20

46

17．
1％

7．
6％

11．
1％

参
加
す
る
と
束
縛
さ
れ
る

31
59

90

20．
4％

22．
3％

2L6％
人
見
知
り
す
る

17
34

51

112％
12．
9％

］
23％

能
力
が
な
い

12
17

29

7．
9％

6．
4％

7．
0％

職
場
の
理
解
な
い

3
5

8

2．
0％

L9％
1．
9％

学
校
の
理
解
が
な
い

0
1

1

．
0％

．
4％

．
2％

家
族
の
理
解
が
な
い

7
1

8

4．
6％

．
4％

1．
9％

世
間
体
が
悪
い

2
1

3

1．
3％

．
4％

．
7％

疲
れ
て
無
理

30
29

59

19．
7％

1LO％
142％

交
通
の
便
が
悪
い

14
5

19

9．
2％

1．
9％

4．
6％

自
分
の
関
心
活
動

20
63

83
13．
2％

23．
9％

20．
0％

以
前
お
も
し
ろ
く
な
か
っ
た

2
8

10

1．
3％

3．
0％

2．
4％

参
加
す
る
気
が
な
い

13
80

93

8．
6％

30．
3％

22．
4％

そ
の
他

8
1］

］
9

5．
3％

4．
2％

4．
6％

計
152

264
416

100．
0％

100．
0％

10G．
0％
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大
き
く
な
る
。

5
）
青
年
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
2割
以
上
の
も
の
は
，

青
年
団
員
　
　
　
　
：
「
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
受
け
継
ぐ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
5
5．
0％
，
「
奉
仕
活
動
」
45
．
0％
，
「
職
場

　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
責
任
感
」
3
2
．
0
％
，
「
年
寄
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
に
す
る
」
2
5．
0％
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
「
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
受
け
継
ぐ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
4
3．
7％
，
「
奉
仕
活
動
」
36
．
2％
，
「
職
場

　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
責
任
感
」
3
0
．
5
％
，
「
年
寄
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
に
す
る
」
2
9．
9％
，
「
公
衆
・
市
民
道

　
　
　
　
　
　
　
　
徳
を
守
る
」
2
4．
7％
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
：
「
地
域
の
伝
統
・
文
化
を
受
け
継
ぐ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
3
4．
8％
，
「
特
に
な
い
」
30
，
？
％
，
「
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
」
　
27
．
3
％
。

　
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
に
多
い
「
特
に
な
い
」
は
，
青
年
団
員
で

は
9．
7％
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
で
は
1
2
．
1
％
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
，

青
年
団
員
と
グ
ル
ー
プ
経
験
者
は
1人
平
均
2
、
4個
期
待
さ
れ
て

い
る
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
て
づ
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
で
は

1．
7
個
と
な
っ
て
い
る
。

6
＞
地
域
の
課
題
で
2割
以
上
は
，

　
青
年
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
．
「
過
疎
」
3
7．
2％
，
「
高
齢
者
の
介
護
」

　
　
　
　
　
　
　
36、
9％
，
「
｛
動
き
場
所
」
32．
9
％
，
「
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
の
後
継
者
の
育
成
」
2
9．
9
％
，
「
嫁
・
婿
き

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
」
20
．
5％
，

グ
ル
ー
プ
経
験
者
　
：
「
働
き
場
所
」
35
．
3％
，
高
齢
者
の
介

　
　
　
　
　
　
　
護
」
　
3
2、
4％
，
　
「
過
疎
」
　
31．
8％
，
　
「
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
の
後
継
者
の
育
成
」
2
6．
6
％
，
「
交
通
網
の

　
　
　
　
　
　
　
整
備
」
2
3．
7
％
，
「
生
活
環
境
の
拡
充
」

　
　
　
　
　
　
　
2
2．
5％
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
1
「
過
疎
」
29
．
1％
，
「
働
き
場
所
」

　
　
　
　
　
　
　
28．
0％
，
「
高
齢
者
の
介
護
」
24、
1％
，
「
交

　
　
　
　
　
　
　
　
通
網
の
整
備
」
23
．
8％
，
「
自
然
環
境
の
保

　
　
　
　
　
　
　
護
」
　
21
．
5
％
o

　
「
わ
か
ら
な
い
」
は
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
1
8
．
0
％
に
達
し
，
グ

ル
ー
プ
経
験
者
6
．
9％
，
青
年
団
員
5
．
7％
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
。

　
ま
た
，
青
年
団
員
の
特
徴
は
，
「
人
権
に
関
わ
る
問
題
」
が
1
6
．
1
％

と
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
8
、
7
％
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
5
．
4％
と
比

べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
，
後
で
見
る
よ
う

に
，
青
年
団
の
役
職
別
で
も
大
き
な
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

3．
グ
ル
ー
プ
活
動
と
そ
の
障
害

1
）
グ
ル
ー
プ
経
験
者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
経
験
の
内
容
は
，
「
ス

ポ
ー
ツ
」
67
．
2
％
，
「
趣
味
・
教
養
」
24．
7％
，
「
社
会
奉
仕
活
動
」

18
．
4％
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
性
差
が
見
ら
れ
，

123

　
男
性
：
「
ス
ポ
ー
ツ
」
75．
6％
，
「
趣
味
・
教
養
」
15．
4％
，
「
社

　
　
　
　
会
奉
仕
活
動
」
10、
3％

　
女
性
1「
ス
ポ
ー
ツ
」
6◎
．
4％
，
「
趣
味
・
教
養
」
32．
3％
，
「
社

　
　
　
　
会
奉
仕
活
動
」
25．
0％

と
い
う
よ
う
に
，
男
性
は
ス
ポ
ー
ツ
中
心
で
，
そ
れ
に
比
べ
女
性

の
場
合
多
様
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。

2）
　
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
に
と
っ
て
，
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
障
害

は
，
「
時
間
が
な
い
」
54．
9％
（
グ
ル
ー
プ
経
験
者
55．
3％
）
が
最

大
の
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
，
平
均
的
に
見
る
と
，
平
目

の
自
由
時
間
は
，
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
が
青
年
団
員
14．
5％
，
グ
ル
｝

プ
未
経
験
者
12．
4％
（
グ
ル
ー
プ
経
験
者
5．
8％
）
，
平
日
の
自
由

時
間
数
の
平
均
は
青
年
団
員
4．
1時
間
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
3．
7時

間
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
4．
4時
間
，
休
日
数
の
平
均
は
青
年
団
員

5．
6日
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者
5．
8日
，
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
6．
4日
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
，
休
日
数
，
自
由
時
間
数
の
物
理
的
障
害
だ

け
が
未
経
験
の
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
つ
ま
り
，
非
常
に
重
い

物
理
的
障
害
を
抱
え
る
層
が
存
在
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
，

そ
れ
以
外
の
選
択
肢
も
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
，
「
参
加
す
る
気

持
ち
が
な
い
」
30．
3％
（
グ
ル
ー
プ
経
験
者
8．
6％
）
，
「
自
分
の
関

心
に
合
っ
た
活
動
が
な
い
」
23．
9％
（
グ
ル
ー
プ
経
験
者

13．
2％
）
，
「
参
加
す
る
と
束
縛
さ
れ
る
」
22．
3％
（
グ
ル
ー
プ
経

験
者
20．
4％
）
な
ど
で
あ
る
。
特
に
前
二
者
は
，
グ
ル
ー
プ
経
験

者
と
比
べ
て
格
段
に
高
い
数
値
が
出
て
い
る
。
俵
2－
14－
1）

　
そ
こ
で
，
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
阻
害
要
因
と
し
て
，
「
物
理
的
・

客
観
的
条
件
」
（
時
間
，
金
，
職
場
・
学
校
・
家
族
の
理
解
，
’
世
間

体
，
体
力
）
，
「
性
格
・
能
力
・
関
心
」
（
人
見
知
り
，
能
力
，
関
心

に
合
っ
た
活
動
）
，
「
束
縛
・
楽
し
く
な
い
」
（
参
加
す
る
と
束
縛
さ

れ
る
，
以
前
に
お
も
し
ろ
く
な
か
っ
た
）
，
「
参
加
す
る
気
が
な
い
」

に
そ
れ
ぞ
れ
リ
コ
ー
ド
し
た
。
職
業
と
の
ク
ロ
ス
で
は
，
「
物
理

的
・
客
観
的
条
件
」
は
農
協
等
団
体
勤
務
で
少
な
く
，
逆
に
農
業
・

自
営
の
全
員
が
グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る
条
件
に
な
い
と
回
答

し
て
い
る
。
「
参
加
す
る
気
が
な
い
」
は
店
員
・
技
能
職
で
高
く
，

公
務
員
で
低
く
な
っ
て
い
る
。
（
表
2－
1噺
2）

　
自
由
時
間
数
（
表
2－
14－
3）
で
見
る
と
，
自
由
時
間
が
多
く
な

る
と
「
物
理
的
・
客
観
的
条
件
」
お
よ
び
「
参
加
す
る
気
が
な
い
」

が
少
な
く
な
り
，
「
性
格
・
能
力
・
関
心
」
が
高
く
な
る
傾
向
が
出

て
い
る
。
こ
の
点
は
重
要
で
あ
り
，
自
由
時
間
の
あ
る
人
に
は
，

内
面
的
な
面
で
の
自
己
規
制
が
働
い
て
い
る
と
い
え
る
。

4．
小
括

1）
学
歴
や
年
齢
層
か
ら
み
る
と
，
青
年
団
員
は
グ
ル
ー
プ
未
経

験
者
に
近
い
も
の
が
あ
る
が
，
職
業
的
に
は
，
青
年
団
員
は
グ
ル
ー

プ
経
験
者
と
近
似
し
た
傾
向
に
あ
り
，
専
門
職
，
公
務
員
の
比
率

が
高
く
，
特
に
青
年
団
員
の
男
性
に
地
域
の
公
的
業
務
従
事
者
が



一
12
4

生
田
周
二
・
前
田
　
昇
　
青
年
の
地
域
意
識
と
集
団
活
動

比
較
的
多
く
，
Uタ
ー
ン
青
年
の
多
さ
と
啄
］
意
識
の
高
さ
も

特
徴
的
で
あ
る
。

2
）
青
隼
団
員
の
特
徴
が
出
る
項
目
は
，
「
参
加
」
経
験
的
側
面
で

は
，
学
校
生
活
に
お
け
る
院
実
体
験
」
の
高
さ
（
グ
ル
ー
プ
経

験
者
と
同
傾
向
）
と
そ
の
内
容
に
お
け
る
「
授
業
」
の
低
さ
，
小
・

中
・
高
で
の
地
域
活
動
経
験
が
グ
ル
ー
プ
経
験
者
に
次
い
で
多
く
，

現
実
の
地
域
活
動
参
加
も
1
人
平
均
2種
類
の
取
り
組
み
に
関

わ
っ
て
い
る
。
「
評
｛
副
的
側
面
で
は
，
「
生
き
が
い
」
に
お
け
る

「
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
」
礪
体
・
サ
ー
ク
ル
活
動
」
が
多
く
，

地
域
を
相
対
的
に
肯
定
的
評
価
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
，
地
域
の
課

題
に
つ
い
て
も
「
わ
か
ら
な
い
」
が
グ
ル
ー
プ
経
験
者
同
様
少
な

く
，
「
地
域
の
後
継
者
の
育
成
・
確
保
」
と
い
う
観
点
で
の
問
題
意

識
が
グ
ル
ー
プ
経
験
者
と
同
じ
く
比
較
的
高
い
。

3
＞
グ
ル
ー
プ
経
験
者
は
，
惨
加
」
経
験
の
側
面
で
は
，
学
校
に

お
け
る
充
実
体
験
が
，
「
強
く
あ
る
」
＋
「
少
し
は
あ
る
」
を
加
え

る
と
，
中
学
73、
3
％
，
高
校
83
、
8
％
に
な
り
，
そ
の
内
容
も
中
学

で
は
「
授
業
」
「
生
徒
会
活
動
」
が
高
く
，
高
校
で
も
渡
業
」
「
学

校
外
で
の
行
事
・
活
動
」
が
高
い
よ
う
に
，
学
校
適
応
が
う
ま
く

い
っ
た
層
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
，
地
域
活
動
に
も
積

極
的
な
層
が
多
い
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
，
グ
ル
ー
プ
経
験
者

は
，
地
域
意
識
や
参
力
醜
青
隼
団
員
と
近
似
し
た
傾
向
に
あ
る
。

4）
　
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
は
，
青
年
団
員
や
グ
ル
ー
プ
経
験
者
に

比
較
し
て
，
専
門
職
・
公
務
員
が
少
な
く
，
主
婦
，
学
生
，
失
業

中
・
無
職
，
そ
の
他
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
，
こ
う
し
た
傾

向
が
反
映
し
て
，
自
由
時
間
数
や
休
日
数
は
比
較
的
多
く
な
っ
て

い
る
が
，
標
準
偏
差
も
大
き
く
，
分
散
し
て
い
る
と
い
え
る
。

5）
　
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
は
，
「
参
加
」
経
験
的
側
面
で
も
，
充
実

体
験
が
「
な
い
」
が
中
・
高
と
も
4
割
以
上
に
達
し
，
地
域
活
動

経
験
も
不
参
加
者
の
割
合
が
グ
ル
ー
プ
経
験
者
と
比
較
す
る
と

15
～
20ポ
イ
ン
ト
以
上
多
い
。
現
在
の
地
域
活
動
に
つ
い
て
も
「
考

え
て
い
な
い
」
「
参
加
す
る
も
の
が
な
い
」
を
合
わ
せ
る
と
90％
に

昇
る
。

　
こ
う
し
た
点
が
，
「
評
｛
酎
的
側
面
に
も
反
映
し
て
い
る
。
興
味
・

関
心
が
「
特
に
な
い
」
15％
，
悩
み
が
「
特
に
な
い
」
33％
，
青

年
と
し
て
参
加
す
べ
き
地
域
活
動
に
つ
い
て
「
考
え
て
い
な
い
」

39
％
，
青
年
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
特
に
な

い
］
31
％
，
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
「
わ
か
ら
な
い
」
18％
と
い

う
よ
う
に
，
思
考
停
止
と
で
も
称
す
べ
き
レ
ベ
ル
の
者
が
多
い
。

6）
　
グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
の
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
阻
害
要
因
は
，

「
時
間
が
な
く
，
参
加
す
る
気
も
な
い
」
「
時
間
も
な
く
，
束
縛
さ

れ
た
り
す
る
の
が
嫌
だ
」
「
時
間
も
な
い
が
，
自
分
に
合
っ
た
活
動

が
な
い
」
塒
間
は
あ
る
が
，
入
見
知
り
し
た
り
，
自
分
に
合
っ
た

活
動
が
な
い
」
「
時
間
は
あ
る
が
，
束
縛
さ
れ
た
り
す
る
の
が
嫌
だ
」

「
時
間
は
あ
る
が
，
参
加
す
る
気
が
な
い
」
と
い
う
6つ
の
層
が

考
え
ら
れ
，
そ
れ
ら
に
影
響
を
与
え
て
い
る
要
因
と
し
て
，
学
歴
，

学
校
で
の
充
実
体
験
，
地
域
活
動
経
験
，
年
齢
，
現
在
の
職
業
あ

る
い
は
立
場
，
余
暇
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
相
関
お
よ

び
類
型
化
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

7）
以
上
の
検
討
か
ら
，
青
年
の
地
域
意
識
，
そ
し
て
青
年
の
意

識
構
造
を
考
え
る
際
に
，
青
年
一
般
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
，

グ
ル
ー
プ
活
動
経
験
で
青
年
を
分
類
し
，
彼
ら
の
属
性
，
学
校
歴
，

「
参
加
」
経
験
的
側
面
，
「
評
価
」
的
側
面
と
の
連
関
を
問
う
こ
と

が
重
要
な
観
点
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
，
生
田
が
主
に
執
筆
。
）

第
3章
　
集
計
結
果
（
2）
青
年
団
員
の
意
識
と
活
動

　
青
年
団
員
の
意
識
に
つ
い
て
一
般
青
年
（
グ
ル
ー
プ
経
験
者
・

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
）
と
の
対
比
か
ら
分
析
し
て
き
た
が
，
さ
ら

に
，
現
在
の
青
年
団
員
の
活
動
・
組
織
に
対
す
る
意
識
に
関
す
る

調
査
結
果
を
中
心
に
，
主
に
男
女
別
と
現
在
青
年
団
内
で
つ
い
て

い
る
役
職
別
に
分
析
し
た
。

〈
フ
ェ
ー
ス
・
シ
ー
ト
＞

1）
一
般
団
員
が
51．
1％
と
過
半
数
を
占
め
，
役
員
構
成
は
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
を
形
成
し
，
男
女
別
で
も
特
に
偏
り
は
な
い
。
年
齢
的

に
も
，
上
位
団
体
の
役
員
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
が
極
端

で
は
な
い
。
（
表
3－
1）

2）
団
歴
に
つ
い
て
は
，
（
上
位
）
役
員
に
な
る
ほ
ど
長
い
。
男
女

別
で
み
れ
ば
，
男
性
は
5年
以
上
が
33％
い
る
の
に
，
女
性
の
90％

は
5隼
未
満
で
あ
り
，
青
年
団
へ
の
参
加
に
つ
い
て
性
差
が
み
ら

れ
る
。
（
表
3－
2）

3）
学
歴
と
役
職
の
関
連
性
は
特
に
認
め
ら
れ
な
い
が
，
職
業
に

つ
い
て
は
，
県
郡
団
役
員
に
は
公
務
員
（
36．
4％
，
単
位
団
役
員

15．
6％
，
一
般
団
員
17．
9％
）
が
他
に
比
べ
て
多
い
。

＜
興
味
・
関
心
・
悩
み
＞

1）
　
自
分
自
身
の
悩
み
に
つ
い
て
は
，
県
郡
団
役
員
が
「
結
婚
」

（
43．
3％
，
単
位
団
役
員
17．
6％
，
一
般
団
員
22．
G％
）
，
「
身
体
」

（
23．
3％
，
単
位
団
役
員
16．
5％
，
一
般
団
員
8．
7％
）
を
多
く
答

え
，
「
特
に
な
い
」
（
33％
，
単
位
団
役
員
8．
8％
，
一
般
団
員

19．
7％
）
が
少
な
い
。
こ
れ
は
，
青
年
団
員
は
9害
‖
強
が
未
婚
な

の
で
，
年
齢
的
な
面
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ
う
。

　
悩
み
を
相
談
で
き
る
人
と
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
で
は
，
（
上

位
）
役
員
に
な
る
ほ
ど
，
「
青
年
団
の
中
で
」
（
県
郡
団
役
員

70、
4％
，
単
位
団
役
員
43．
8％
，
一
般
団
員
18．
6％
）
と
言
う
者

が
多
く
，
「
学
校
で
」
（
県
郡
団
役
員
40．
7％
，
単
位
団
役
員

51．
3％
，
一
般
団
員
56．
9％
）
，
「
職
場
で
」
（
県
郡
団
役
員
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表
2づ
4
－
2　
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
瞳
害
と
職
業
と
の
ク
ロ
ス
集
計

125

滋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

参
加
で
き
な
い
理
由
専
門
職
公
務
員

農
協
等
団
舞
鋤
務

会
杜
員
店
　
員
技
能
職
農
林
漁
業
商
工
・

Tー
ビ
ス
ﾘ自
営

物
理
的
・
客
観
的
条
件

ｫ
格
・
能
力
・
関
心

ｩ
縛
・
楽
し
く
な
い

Q
加
す
る
気
が
な
い

@
　
　
　
計

　
16
U9．
6％

@
　
6
Q6．
1％

@
　
6
Q6．
1％

@
　
6
Q6．
1％

@
2
3
P00．
0％

　
　
9

U
4
．
3
％
　
　
5
　
　
7

･
8
％
@
　
9
T
§
．
3
％

@
　
3

P§
．
8％
　
　
4

Q
5．
o
％
　
16

P00．
醇
6

　
77
U6．
4％

@47
S0．
5％
　
29

Q5．
磯
　
38

R2，
8；
巻

@116
P00．
o％

　
　
7

V⑪
．
o％

@　
2
Q0．
0％

@　
3
R⑪
．
0％

@　
3
Re．
0％

@10
P◎
⑪
．
0％

　
13
T6．
5％

@　
9
R9．
1％

@　
6
Q6．
1％

@11
S7．
8％

@23
P00．
0％

　
　
］
　
　
9

P00．
％
　
　
2

Q2．
2％
　
　
］

P1．
％
　
　
2

Q2．
2％
　
　
91⑪
o．
o％

職
　
　
　
　
　
　
　
藁

参
加
で
き
な
い
理
由
主
　
婦
学
生
繁
曝

そ
の
㍗
星

計

物
理
的
・
客
観
的
条
件

ｫ格
・
能
力
・
関
心

ｩ縛
・
楽
し
く
な
い

Q加
す
る
気
が
な
い

@　
　
　
計

　
10
V
L
4％
@
　
5
R5．
7％

@
　
1
@
7．
1％

@
　
4
Q8．
6％

@
1
4
P00．
0％

　
　
9
W1
．
8％

@
　
5

S5
．
5
％
　
　
3

Q
7
．
3
％

@
　
1
@9
．
1％
@1
1

P
◎
0
．
0
％

　
　
1

P
6．
培
　
　
4

U6．
7％
　
　
3

T0．
o％

@
　
2

R33％
　
　
6

P00・
形
61

　
　
7
T83％
@　
4

R3．
賜
　
　
4

R3．
3％

@　
5

S1．
7％
　
12

zo．
⑪
％

　
166
U5．
1％

@99
R8．
8％

@64
Q§
．
％

@78
R⑪
．
6％

@255
P00．
o％

表
2
－
1牟
3
　
グ
ル
ー
プ
活
鋤
へ
の
陣
憲
と
自
由
時
間
数
と
の
ク
ロ
ス
集
計

平
日
の
自
由
時
間
数

参
加
で
き
な
い
理
由
1～
2時
間
3～
4時
間
5時
聞
以
上

計

物
理
的
・
客
観
的
条
件

33
51

48
132

性
格
・
能
力
・
関
心

75
，
幌
@11

65遵
％
@32

54．
5％

@46
62．
9％

@89

束
縛
・
楽
し
く
な
い

25．
0％
　
12

41．
眺
@23

52．
3％

@24
42．
4％

@59

参
加
す
る
気
が
な
い

273％
@18

29．
5％

@25
27．
3％

@18
28．
1％

@61
40．
9％

32．
跳

20．
5％

29．
0％

計
妊

78
88

21⑪
1
0⑪
．
0
％

100．
0％

100．
0％
100．
0％

1
8．
5％
，
単
位
団
役
員
2
8．
8
％
，
一
般
団
員
30
．
4％
）
が
減
少
す

る
。

2）
興
味
・
関
心
で
は
，
（
上
位
）
役
員
に
な
る
ほ
ど
「
自
動
車
’

オ
ー
ト
バ
イ
」
（
県
郡
団
役
員
23．
3％
，
単
位
団
役
員
32
．
6％
，
～

般
匠
｝
員
40．
5％
）
，
「
ス
ポ
ー
ツ
」
（
県
郡
団
役
員
23
．
3％
，
単
位
団

役
員
33
．
7
％
，
一
般
団
員
4
5．
8％
）
が
お
ち
，
「
結
婚
」
（
県
郡
団

役
員
50
．
0
％
，
単
位
団
役
員
2
7．
2％
，
一
般
団
員
2
52％
）
，
「
異

性
」
（
県
郡
団
役
員
3
3．
3
％
，
単
位
団
役
員
2
6
．
1
％
，
一
般
団
員

1
9．
1％
）
が
増
え
る
。
さ
ら
に
「
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
」

（
県
君
「
～
団
役
員
30．
0％
，
　
単
位
団
役
員
27．
2％
，
　
一
般
団
員

7．
6％
）
，
「
自
分
の
職
業
」
（
県
郡
団
役
員
2◎
．
0
％
，
単
位
団
役
員

12
．
0
％
，
一
般
団
員
9
．
9％
）
，
「
政
治
・
社
会
問
題
」
（
県
郡
団
役

員
2◎
．
0％
，
単
位
団
役
員
10．
9％
，
一
般
団
員
5．
3％
）
が
ふ
え

る
。〈
社
会
観
・
人
生
観
＞

1）
　
ど
ん
な
時
に
生
き
が
い
を
感
じ
る
か
，
に
つ
い
て
は
（
上
位
）

役
員
に
な
る
ほ
ど
「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
」
（
県
郡
団
役
員
36．
7％
，

単
位
団
役
員
48．
4％
，
一
般
団
員
51．
6％
）
が
お
ち
，
「
生
き
が
い

を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
」
（
県
郡
団
役
員
0．
0％
，
単
位
団
役
員

8．
6％
，
一
般
団
員
10，
3％
）
が
お
ち
る
。
そ
し
て
「
団
体
・
サ
ー

ク
ル
活
動
」
（
県
郡
団
役
員
53．
3％
，
単
位
団
役
員
41．
g％
，
一
般

団
員
1Lg％
）
，
「
仕
事
に
打
ち
込
む
時
」
（
県
郡
団
役
員
50．
0％
，

単
位
団
役
員
24．
7％
，
一
般
団
員
34．
1％
）
，
さ
ら
に
r恋
人
と
い
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表
3－
1
年
齢
・
団
歴
と
膏
年
団
で
の
役
職
と
の
ク
ロ
ス
集
計

団
で
　
　
　
の

役
職

県
団
役
員
郡
団
役
員
単
位
団

@団
　
長

単
位
団

ｻの
他
の
�
@員
一
般
団
員
そ
の
他

計

年
　
齢
18歳
～
2
1
歳

0
6

6
15

44
1

72
．
0
％
28．
6％

22．
2％

21．
7％

35．
5％

10．
0％

27．
4％

2
2歳
～
2
5歳

5
1
0

12
37

49
4
U7

4L7％
47．
6％

44．
4％

53．
6％

39．
5％

40．
0％

44．
5％

2
6歳
～
2
9歳

4
5

8
14

23
4

58

33．
3％

23．
8％

29．
6％

20．
3％

18．
5％

40．
0％

22．
1％

30歳
以
上

3
0

1
3

8
1

16

25．
0％

．
◎
％

3．
7％

4．
3％

6．
5％

10．
0％

6．
1％

団
　
歴
1
年
未
満

0
1

1
2

41
2

47
．
0
％

4．
8％

3．
7％

2．
9％

35．
7％

25．
0％

18．
7％

1－
3年
未
満

o
6

8
35

31
5

85
．
0
％
28．
6％

29．
6％

50．
7％

27．
0％

62．
5％

33．
7％

3－
5年
未
満

2
1
0

10
16

16
1

55

16．
7％

47．
6％

37．
0％

23．
2％

13．
9％

12．
5％

21．
8％

ふ
7
年
未
満

3
0

7
6

13
0

29

25．
0％

．
◎
％
25．
9％

8．
7％

11．
3％

．
◎
％
11．
5％

7
年
以
上

7
4

1
10

14
0

36

58．
3％

19．
0％

3．
7％

14．
5％

12．
2％

、
0％

14．
3％

計
12

2
1

27
69

115
8

252
1θ
o．
o％
100．
0％
100．
0％
100．
0％
100．
0％

10◎
．
0％

100．
θ
％

表
3－
2
　
団
歴
と
性
別
と
の
ク
ロ
ス
集
計

性
別

計
団
歴

男
女

1
年
未
満

29
18

47

16．
7％

22．
8％

18．
6％

仁
3
年
未
満

48
37

85
27．
6％

46．
8％

33．
6％

3－
5
年
未
満

39
17

56

22．
4％
2L5％

22．
1％

δ
一
7年
未
満

24
5

29
13．
8％

6．
3％

U．
5％

7
年
以
上

34
2

36

19．
5％

2．
5％

14．
2％

計
174

79
253

100．
0％

100．
0％

100．
◎
％

表
3
弓
　
年
齢
・
団
歴
と
醤
年
団
で
の
役
職
と
の
ク
ロ
ス
集
計

団
で
の
役
職

定
住
意
識

県
・
郡
団
役
単
位
団
役
員
一
般
団
員
・

ｻの
他

言
十

ず
っ
と
住
む

17
43

45
105

53．
1％

45．
ア
％

34．
9％

41．
2％

他
の
土
地
で
住
む

12
19

42
73

37．
5％

20．
2％

32．
6％

2＄
．
6％

未
確
定

3
32

42
77

9．
4％

34．
0％

32．
6％

30．
2％

＊
＊
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表
3
－
4
現
在
参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
と
習
年
団
で
の
役
職
と
の
ク
ロ
ス
集
計

団
で
の
役
職

現
在
参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
県
・
郡
団
役
単
位
団
役
員
一
般
団
員
・

ｻの
他

計

考
え
て
い
な
い

1
3

11
15

3．
6％

3．
3％

8．
8％

6．
1％

参
加
す
る
も
の
が
な
い

0
1

7
8

．
0
％

1．
1％

5．
6％

3．
3％

奉
仕
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

7
15

8
30

25．
0％

16．
5％

6．
4％

12．
3％

祭
り
の
行
事

1
6

33
36

85

57．
1％

36．
3％

28．
8％

34．
8％

消
防
団

9
18

10
37

32．
1％

］
9．
8％

8．
0％

15．
2％

青
年
団
体
活
動

27
83

76
186

96．
4％

91．
2％

60．
8％

76．
2％

ス
ポ
ー
ツ
関
係
・
運
動
会

1
3

38
57

108
46．
4％

41．
8％

45．
6％

44．
3％

そ
の
他
の
地
域
行
事

9
33

15
57

32．
1％

36．
3％

12．
G％

23．
4％

子
ど
も
会
活
動

o
4

o
4

。
0
％

4．
4％

．
0％

L6％
青
少
年
の
育
成
指
導

3
7

10
20

10．
7％

7．
7％

8．
0％

8．
2％

そ
の
他

4
2

3
9

14．
3％

2．
2％

2．
4％

3．
7％

表
3
－
5ヨ
　
入
団
の
き
っ
か
け
と
膏
年
団
で
の
役
職
と
の
ク
ロ
ス
集
計

団
で
の
役
職

入
団
の
き
っ
か
け

県
・
郡
団
役
単
位
団
役
員
一
般
団
員
・

ｻの
他

計

青
年
団
の
戸
別
訪
問
で

6
23

16
45

21．
4％

25．
6％

12．
8％

18．
5％

先
輩
の
誘
い
・
す
す
め

1
3

21
37

71

46．
4％

23．
3％

29．
6％

29．
2％

友
達
の
誘
い
・
す
す
め

5
34

55
94

17．
9％

37．
8％

44．
0％

38．
7％

親
か
ら
の
す
す
め

0
1

1
2

．
0％

1．
1％

．
8％

．
8％

行
政
か
ら
の
働
き
か
け
に
応
じ
て

0
］
．

2
3

．
o％

1．
1％

1．
6％

L2％
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

0
0

1
1

見
て

．
o％

．
0％

．
8％

．
4％

自
発
的
に

1
6

4
］
1

3．
6％

6．
7％

3．
2％

4．
5％

そ
の
他

3
4

9
16

10．
7％

4．
4％

7．
2％

6．
6％
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＜
地
域
社
会
に
つ
い
て
＞

1
）
地
域
に
対
す
る
定
住
意
識
は
，
（
上
位
）
役
員
に
な
る
ほ
ど
強

し
、
。
　
（
表
3－
3
）

2
）
青
年
が
地
域
で
参
加
す
べ
き
活
動
及
び
実
際
に
参
加
し
て
い

る
活
動
と
し
て
は
，
全
般
的
に
比
率
が
高
い
「
奉
仕
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
晴
年
団
体
活
動
」
の
他
に
，
す
べ
き
活
動
と
し
て
（
上
位
）

役
員
で
は
，
「
子
供
会
」
（
22．
6％
）
「
青
少
年
育
成
］
（
35
．
5％
）

な
ど
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
（
表
3－
4）

3
）
青
年
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
，
「
政
治
や
社
会
の

革
新
」
（
県
郡
団
役
員
31．
◎
％
，
単
位
団
役
員
14．
9％
，
一
般
団
員

9
．
9％
）
が
上
位
役
員
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ

る
。

4
）
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
課
題
と
し
て
は
，
「
高
齢
者
の
介
護
な

ど
の
問
題
」
（
県
郡
団
役
員
25．
9％
，
単
位
団
役
員
3
8．
9％
，
一
般

団
員
39、
7％
）
，
「
過
疎
の
問
題
」
（
県
郡
団
役
員
29．
6％
，
単
位
団

役
員
34
．
4
％
，
一
般
団
員
3
9．
7％
）
，
「
嫁
・
婿
不
足
」
（
県
郡
団
役

員
1
8．
5％
，
単
位
団
役
員
2G．
0
％
，
一
般
団
員
2
3．
1％
）
が
（
上

位
）
役
員
ほ
ど
低
く
な
り
，
膿
業
振
興
」
（
県
郡
団
役
員
29
．
6％
，

単
位
団
役
員
16．
7％
，
一
般
団
員
16、
5％
）
，
「
青
少
年
健
全
育
成
」

（
県
君
β
団
役
員
1
4．
8
％
，
　
単
位
団
役
員
7．
8％
，
　
一
般
団
員

4、
1
％
）
，
「
地
域
連
帯
感
の
欠
如
」
（
県
郡
団
役
員
2
2．
2％
，
単
位

団
役
員
12
．
2％
，
一
般
団
員
7
．
4％
）
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
，
地
域
の
問
題
を
マ
ス
コ
ミ
等
の
一
般
情
報
に
拠
り
観
念
的
に

と
ら
え
る
の
で
は
な
く
，
地
域
活
動
の
経
験
等
を
経
て
，
よ
り
具

体
的
・
体
験
的
に
と
ら
え
て
い
る
と
み
え
る
。
ま
た
，
「
人
権
に
関

わ
る
問
題
」
（
県
郡
団
役
員
3
7．
0
％
，
単
位
団
役
員
18
．
9
％
，
～
般

団
員
10
．
7％
）
に
つ
い
て
は
，
青
年
団
で
の
同
和
学
習
等
の
積
み

上
げ
の
成
果
と
思
わ
れ
る
。

〈
青
年
団
活
動
に
つ
い
て
＞

D　
入
団
の
き
っ
か
け
は
，
友
人
や
先
輩
の
誘
い
・
勧
め
が
多
く
，

男
性
で
は
院
輩
か
ら
」
r友
達
か
ら
」
い
ず
れ
も
30％
あ
ま
り
，

女
性
で
は
，
「
先
輩
］
（
2L8％
）
よ
り
も
F友
達
」
（
43．
6％
）
が

多
い
。
一
方
，
役
職
別
で
み
る
と
，
（
上
位
）
役
員
ほ
ど
「
友
達
」

が
減
り
「
先
輩
」
が
増
え
る
。
こ
れ
は
，
先
輩
に
見
込
ま
れ
て
勧

誘
さ
れ
役
員
に
し
た
て
ら
れ
た
，
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
こ
れ
ら

の
次
に
は
「
青
年
団
の
戸
別
訪
問
］
（
男
性
14．
4％
，
女
性

26．
9％
）
。
そ
れ
に
対
’
し
，
「
自
発
的
に
」
や
「
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン

フ
に
よ
り
」
は
少
な
く
，
い
ず
れ
も
男
性
に
6％
程
度
見
ら
れ
る

の
み
で
あ
る
。
（
表
3－
5つ
～
表
3－
5－
2）

2）
入
る
前
の
感
想
で
は
，
男
性
は
「
あ
こ
が
れ
て
い
た
」

（
6．
6％
）
，
「
楽
し
そ
う
で
早
く
入
り
た
か
っ
た
」
（
12．
7％
）
と

女
性
（
そ
れ
ぞ
れ
2．
5％
，
3．
8％
）
に
比
べ
好
意
的
で
意
図
的
で

あ
る
。
ま
た
「
古
臭
い
と
思
っ
て
い
た
」
16．
3％
も
女
性
（
8．
9％
）

に
比
べ
多
い
。
役
職
別
に
み
る
と
，
「
古
臭
い
」
が
県
郡
団
役
員
に

多
い
（
21．
4％
）
。
し
か
し
，
男
女
と
も
全
般
的
に
「
そ
の
存
在
を

あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
」
「
特
男
彗
に
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
合

わ
せ
て
，
男
性
61．
4％
，
女
性
73．
4％
）
が
多
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
，
役
職
と
の
関
連
は
特
に
認
め
ら
れ
な
い
。
（
表
3一
飼
～
表

3－
6－
2）

3）
入
団
の
時
，
青
年
団
に
求
め
て
い
た
も
の
で
は
，
男
女
と
も

「
少
し
，
あ
る
い
は
非
常
に
あ
っ
た
」
（
42．
6％
）
よ
り
「
あ
ま

り
，
あ
る
い
は
全
く
な
か
っ
た
」
（
57．
5％
）
も
の
の
方
が
多
い
。

こ
の
点
に
っ
い
て
も
，
役
職
と
の
関
連
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ

し
，
男
性
が
「
非
常
に
あ
っ
た
」
と
「
全
く
、
な
か
っ
た
］
の
爾
方

に
分
か
れ
る
の
に
対
し
て
，
女
性
は
「
少
し
あ
っ
た
」
と
か
「
あ

ま
り
な
か
っ
た
」
な
ど
，
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
様
な
回
答
結
果

に
な
っ
て
い
る
。
（
表
i3－
7－
1～
表
3－
7－
2）

め
　
求
め
て
い
た
も
の
の
内
容
で
は
，
男
女
と
も
「
友
人
」
や
「
人

間
的
な
成
長
」
が
多
く
，
「
文
化
・
イ
ベ
ン
ト
活
動
」
「
ス
ポ
ー
ツ
」

な
ど
が
続
く
。
性
差
と
し
て
は
，
隈
性
」
「
地
域
活
動
」
が
男
性

に
多
く
，
「
違
う
世
界
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
が
女
性
に
多
い

の
が
少
し
特
徴
で
あ
る
。

　
役
職
と
の
関
連
性
を
み
れ
ば
，
「
人
間
的
な
成
長
」
や
「
異
性
」

が
役
員
に
な
る
ほ
ど
多
い
。
（
表
3－
8－
1～
表
3－
8－
2）

5）
青
年
団
活
動
で
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
（
4つ
ま
で
○
）
に

っ
い
て
は
，
「
友
人
が
で
き
た
」
（
男
性
66．
0％
，
女
性
76．
9％
）
，

「
多
く
の
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
（
男
性
57．
2％
，
女
性

69．
2％
）
，
F人
間
的
成
長
」
（
男
女
と
も
50％
程
度
）
が
多
く
，
続

い
て
「
地
域
や
社
会
の
こ
と
が
分
か
る
」
（
男
女
と
も
30％
余
り
）

と
な
っ
て
い
る
。
若
干
男
／
生
に
多
い
の
は
，
「
り
一
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

身
に
つ
い
た
］
12．
6％
（
女
性
1．
3％
）
や
隈
性
を
知
る
機
会
が

増
え
た
」
16．
4％
（
女
性
7．
7％
）
で
あ
る
。
役
職
と
の
関
連
で
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表
3
－
5望
　
性
別
に
み
た
入
団
の
き
っ
か
け

性
別

計
入
団
の
き
っ
か
け

男
女

青
隼
団
の
戸
別
訪
問
で

24
21

45

14．
4％

26．
9％

18．
4％

先
輩
の
誘
い
・
す
す
め

55
17

72

32．
9％

21．
8％

29．
4％

友
達
の
誘
い
・
す
す
め

61
34

95

365％
43．
6％

38．
8％

親
か
ら
の
す
す
め

2
o

2

1．
2％

．
0％

，
8％

行
政
か
ら
の
働
き
か
け
に
応
じ
て

3
o

3

1．
8％

．
0％

1．
2％

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て

1
0

1

．
6％

．
0％

．
4％

自
発
的
に

11
0

11

6．
6％

．
o％

4．
5％

そ
の
他

10
6

16

6．
0％

7．
7％

65％

表
3－
6
－
1
入
団
す
る
前
の
感
想
と
轡
年
団
で
の
役
職
と
の
ク
ロ
ス
集
計

＊
＊

団
で
の
役
職

入
る
前
の
感
想

県
・
郡
団
役
単
位
団
役
員
一
般
団
員
・

ｻの
他

計

あ
こ
が
れ
て
い
た

1
7

5
13

3．
6％

7．
8％

4．
0％

5．
3％

楽
し
そ
う
で
早
く
入
り
た
か
っ
た

2
9

13
24

7．
1％

10．
0％

10．
4％

9．
9％

古
く
さ
い
と
思
っ
て
い
た

6
11

17
34

21．
4％

12．
2％

13．
6％

14．
0％

特
別
に
期
待
し
て
い
な
か
っ
た

10
19

46
75

35．
7％
2L1％

36．
8％

30．
9％

青
年
団
の
存
在
を
あ
ま
り
知
ら

8
38

38
84

な
か
っ
た

28．
6％

42．
2％

30．
4％

34．
6％

そ
の
他

1
6

6
13

3．
6％

6．
7％

4．
8％

5．
3％

表
缶
6望
　
性
別
に
み
た
入
団
す
る
前
の
感
想

性
別

計
入
る
前
の
感
想

男
女

あ
こ
が
れ
て
い
た

11
2

13

6．
6％

2．
5％

53％
楽
し
そ
う
で
早
く
入
り
た
か
っ
た

21
3

24

12．
7％

3．
8％

9．
8％

古
く
さ
い
と
思
っ
て
い
た

27
7

34

16．
3％

8．
9％

13．
9％

特
別
に
期
待
し
て
い
な
か
っ
た

50
24

74

30ユ
％

30．
4％

30．
2％

青
年
団
の
存
在
を
あ
ま
り
知
ら
な

52
34

86

か
っ
た

31．
3％

43．
0％

35．
1％

そ
の
他

5
9

14

3．
0％

11．
4％

5．
7％

＊
＊

129
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昇
：
青
年
の
地
域
意
識
と
集
団
活
動

表
3－
7
寸
　
弩
年
団
に
求
め
る
も
の
の
有
無
と
露
年
団
で
の
役
職
と
の
ク
ロ
ス
集
計

団
で
の
役
職

青
年
団
に
求
め
る
も
の

県
・
郡
団
役
単
位
団
役
員
一
般
団
員
・

ｻの
他

計

非
常
に
あ
っ
た

3
14

10
27

10．
7％

16．
1％

8．
1％

11．
3％

少
し
は
あ
っ
た

7
28

39
74

25．
0％
322％

31．
5％

31．
0％

あ
ま
り
な
か
っ
た

15
30

51
96

53．
6％

34．
5％

41．
1％

40．
2％

全
く
な
か
っ
た

3
15

24
42

10．
7％

17．
2％

19．
4％

17．
6％

表
3
－
7
－
2
　
性
別
に
み
た
膏
年
［
田
に
求
め
る
も
の
の
有
無

性
別

青
年
団
に
求
め
る
も
の

男
女

計

非
常
に
あ
っ
た

24
4

28

14．
7％

5ユ
％
1L6％

少
し
は
あ
っ
た

42
33

75

25．
8％

41．
8％

31．
0％

あ
ま
り
な
か
っ
た

63
34

97

38．
7％

43．
0％

40．
1％

全
く
な
か
っ
た

34
8

42

20．
9％

10．
1％

17．
4％

表
3
－
8－
1
欝
年
団
に
求
め
て
い
た
内
容
と
轡
年
団
で
の
役
職
と
の
ク
ロ
ス
集
計

＊
＊

団
で
の
役
職

青
年
団
に
求
め
て
い
た
内
容
県
・
郡
団
役
単
位
団
役
員
一
般
団
員
・

ｻの
他

計

ス
ポ
ー
ツ

3
10

24
3？

33．
3％

22．
7％

50．
G％

36．
6％

文
化
・
イ
ベ
ン
ト
活
動

1
18

13
32

11．
1％

40．
9％

27．
1％

31．
7％

友
人

3
25

18
46

33．
3％

56．
8％

37．
5％

45．
5％

人
間
的
な
成
長

6
23

16
45

66．
7％

52．
3％

33．
3％

44．
6％

異
性

4
12

4
20

44．
4％

27．
3％

8．
3％

19．
8％

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

0
7

4
11

．
0％

15．
9％

8．
3％

10．
9％

地
域
活
動

3
6

15
24

33．
3％

13．
6％
3L3％

23．
8％

違
う
世
界

1
9

8
18

11．
1％

20．
5％

16．
7％

17．
8％

そ
の
他

o
1

0
1

．
0％

2．
3％

．
0％

1．
0％
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表
3
一
吝
2性
別
に
み
た
青
年
団
に
求
め
て
い
た
内
容

性
別

計
青
年
団
に
求
め
て
い
た
内
容

男
女

ス
ポ
ー
ツ

25
12

37

37．
9％

33．
3％

36．
3％

文
化
・
イ
ベ
ン
ト
活
動

16
15

31

24．
2％

41．
7％

30．
4％

友
人

28
18

46

42．
4％

50．
0％

45．
1％

人
間
的
な
成
長

26
19

45

39．
4％

52．
8％

44．
1％

異
性

17
4

21

25．
8％

11．
1％

20．
6％

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

5
6

11

7．
6％

16．
7％

10．
8％

地
域
活
動

18
6

24

27．
3％

16．
7％

23．
5％

違
う
世
界

10
9

19

15．
2％

25．
0％

18．
6％

そ
の
他

1
0

1

1．
5％

．
0％

LO％

表
3－
9
　
青
年
団
の
問
題
点
と
轡
年
団
で
の
役
職
と
の
ク
qス
集
計

団
で
の
役
職

青
年
団
の
問
題
点

県
・
郡
団
役
単
位
団
役
員
一
般
団
員
・

ｻの
他

計

時
間
に
ル
ー
ズ

22
69

60
151

71．
0％

73．
4％

48．
8％

60．
9％

活
動
資
金
が
不
足

6
30

27
63

19．
4％
3L9％

22．
0％

25．
4％

団
員
数
の
減
少

1
4

57
57

128

452％
60．
6％

46．
3％

51．
6％

気
軽
に
集
ま
る
場
所
が
な
い

5
14

6
25

16．
1％

14．
9％

4．
9％

10．
1％

団
員
の
意
識
が
低
い

1
0

32
28

70

32．
3％

34．
0％

22．
8％

28．
2％

リ
ー
ダ
ー
が
不
足

1
3

27
19

59

41．
9％

28．
7％

15．
4％

23．
8％

団
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
弱
い

6
23

26
55

19．
4％

24．
5％

21．
1％

22．
2％

女
性
が
少
な
い

1
7

35
46

98

54．
8％

37．
2％

37．
4％

39．
5％

地
域
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

3
6

1G
19

9．
7％

6．
4％

8．
1％

7．
7％

ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い
い
か

2
7

22
31

分
か
ら
な
い

6．
5％

7．
4％

17．
9％

12．
5％

青
年
団
の
人
間
関
係

1
5

5
11

3．
2％

53％
4．
1％

4．
4％

そ
の
他

o
4

6
10

．
0
％

4．
3％

4．
9％

4．
0％

131
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生
田
周
二
・
前
田
　
昇
：
青
年
の
地
域
意
識
と
集
団
活
動

表
3－
1
0　
審
年
団
が
今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
活
動
と
欝
年
団
で
の
役
職
と
の
ク
ロ
ス
集
計

団
で
の
役
職

今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
活
動
県
・
郡
団
役
単
位
団
役
員
一
般
団
員
・

ｻの
他

計

地
域
の
活
性
化
に
関
わ
る
活
動

18
51

49
118

600％
537％

408％
482％

音
楽
，
演
劇
な
ど
の
文
化
的
な

5
7

7
19

活
動

167％
74％

58％
78％

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
活
動

2
20

43
65

67％
211％

358％
265％

各
団
員
の
趣
味
や
特
技
，
個
性

13
30

26
69

を
生
か
し
た
活
動

433％
316％

217％
282％

地
域
の
行
事
へ
の
参
加

6
32

29
67

200％
337％

242％
273％

学
習
・
研
修

9
22

13
44

300％
232％

108％
180％

他
県
の
青
年
団
と
の
交
流

8
15

38
61

267％
158％

317％
249％

青
年
団
以
外
の
グ
ル
ー
プ
・
団

10
36

28
74

体
と
の
交
流

333％
379％

233％
302％

平
和
活
動
な
ど
の
社
会
的
な
活
動

4
7

4
15

ユ
33％

74％
33％

61％
青
年
団
独
自
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙
の

5
16

10
31

編
集
と
宣
伝

167％
168％

83％
127％

団
員
が
参
加
し
や
す
い
イ
ベ
ン

10
56

61
127

ト
・
企
画

333％
589％

508％
518％

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

4
12

18
34

133％
126％

150％
139％

そ
の
他

1
4

3
8

33％
42％

25％
33％

は
，
（
上
位
）
役
員
に
な
る
ほ
ど
全
般
的
に
良
か
っ
た
と
思
う
点
が

多
い
が
，
特
に
「
人
間
的
成
長
」
（
県
・
郡
団
役
員
85
7％
，
単
位

団
役
員
5
23
％
，
一
般
団
員
4
12％
）
，
「
地
域
や
社
会
の
こ
と
が

分
か
る
」
（
県
・
郡
団
役
員
500
％
，
単
位
団
役
員
318％
，
一
般

団
員
2
61％
）
，
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
身
に
っ
い
た
」
（
県
・
郡
団

役
員
2
8
6％
，
単
位
団
役
員
1
36
％
，
一
般
団
員
08％
）
な
ど
は

そ
の
傾
向
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

6）
　
一
方
，
個
人
的
な
マ
イ
ナ
ス
面
（
4つ
ま
で
○
〉
は
性
差
が

あ
り
，
男
性
は
「
自
由
時
間
の
減
少
」
5
90
％
，
「
団
員
数
が
少
な

く
向
上
し
て
い
か
な
い
」
2
98％
，
F
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
十
分

で
き
な
い
」
22
4％
，
「
特
に
な
い
」
217
％
，
「
家
族
と
の
時
間

の
減
少
」
21
1％
の
順
で
，
女
性
は
「
団
員
数
が
少
な
く
向
上
し

て
い
か
な
い
］
253
％
，
「
特
｛
こ
な
い
」
2
5
3％
，
「
自
分
の
し
た

い
こ
と
が
十
分
で
き
な
い
」
1
90
％
の
順
て
あ
る
。
女
性
に
比
較

的
多
い
の
は
，
「
活
動
の
内
容
が
つ
ま
ら
な
い
」
165％
（
男
性

75
％
〉
，
「
家
族
iの
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。
」
ユ
52
％
（
男
性
4
3％
）

で
あ
る
。

7）
　
青
年
団
で
の
問
題
点
は
，
男
i生
「
時
閤
に
ル
ー
ズ
」
6
45
％
，

；
団
員
数
の
減
少
」
5
06％
，
「
女
性
が
少
な
い
」
413％
，
「
活

動
資
金
が
不
足
」
3
14
％
，
「
団
員
の
意
識
が
低
い
」
3
02％
，
「
り
一

ダ
ー
が
不
足
」
2
7
3％
の
順
で
あ
る
。
女
性
は
「
時
間
に
ル
ー
ズ
」

5
5
8％
，
ぐ
団
員
数
の
減
少
」
54
5
％
，
「
女
性
が
少
な
い
」

377％
，
「
団
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
弱
い
」
312％
，
「
団
員
の

意
識
が
低
い
」
234％
の
順
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
役
職
呂
日
に
み
る
と
，
意
識
の
差
が
あ
る
。
例
え
ば
「
時

間
に
ル
ー
ズ
」
「
り
一
ダ
ー
が
不
足
」
「
女
性
が
少
な
い
」
な
ど
に

つ
い
て
は
，
役
職
が
上
位
に
な
る
ほ
ど
指
摘
す
る
者
が
多
い
，
一

方
，
一
般
団
員
の
方
で
は
，
179％
と
多
く
は
な
い
が
「
ど
う
い

う
活
動
を
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
3と
す
る
者
も
あ
る
。
ま

た
，
単
位
団
役
員
に
お
い
て
「
団
員
数
の
滅
少
」
「
活
動
資
金
が
不

足
」
「
団
員
の
意
議
が
低
い
」
な
ど
全
般
的
に
問
題
を
多
く
指
摘
し

て
い
る
が
，
日
々
の
多
様
な
活
動
に
追
わ
れ
な
が
ら
組
織
の
弱
体

傾
向
｝
こ
悩
ん
で
い
る
姿
が
う
か
が
え
る
。
（
表
3－
9）

8）
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
取
組
み
は
，
「
郡
市
青
年
大
会
」

632％
，
遷
位
団
で
の
例
会
」
627％
，
「
単
位
団
で
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
」
574％
，
「
単
位
団
で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
」
「
卑
位
団
で

の
レ
ジ
ャ
ー
企
画
」
そ
れ
ぞ
れ
55％
程
度
，
「
烏
取
県
青
年
大
会
」

5◎
5％
。
団
員
致
の
違
い
も
関
係
し
よ
う
が
，
全
般
的
に
男
性
の

方
が
繕
広
く
参
加
し
て
い
る
。
役
職
と
の
関
連
で
は
，
当
然
，
団

歴
も
長
く
り
一
ダ
ー
的
立
場
で
あ
る
上
部
の
役
員
ほ
ど
幅
広
く
参

加
し
て
い
る
。

9）
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
も
の
は
，
「
単
位
団
で
の
レ

ジ
ャ
ー
企
画
」
293％
，
「
全
国
青
年
大
会
」
271％
，
「
単
位
団

で
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
」
243％
，
「
烏
取
県
青
年
大
会
」
「
単
位
団
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で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
そ
れ
ぞ
れ
2
0
％
。
役
職
男
艇
み
る
と
・
参

加
経
験
の
関
係
も
あ
ろ
う
が
（
上
位
）
役
員
ほ
ど
，
県
や
全
国
レ

ベ
ル
の
も
の
の
回
答
が
増
え
る
。

　
参
加
し
た
者
の
う
ち
良
か
っ
た
と
回
答
し
た
も
の
の
割
含
は
，

「
全
国
青
年
大
会
」
72％
，
「
全
国
青
年
問
題
研
二
究
集
会
」
50％
，

掴
内
研
修
等
の
派
遺
事
業
ほ
8
％
，
ば
国
女
子
青
年
集
会
」

3
9％
・
「
単
位
団
で
の
レ
ジ
ャ
ー
企
画
」
3
6％
，
「
単
位
団
で
の
イ

ベ
ン
ト
企
画
30％
，
鳴
取
県
青
年
大
劇
27％
閲
蒲
青
年

大
会
」
26％
，
「
郡
市
青
年
問
題
研
究
集
会
」
25
％
の
願
と
な
る
。

1
0
）
団
活
動
へ
の
満
足
度
は
，
十
分
満
足
が
1
3
％
，
少
し
満
足
が

5
0．
2
％
（
合
わ
せ
て
63
．
2％
が
満
足
）
。
一
方
，
少
し
不
満
が

28
％
，
全
く
不
満
が
8．
8
％
（
合
わ
せ
て
3
6．
8％
）
で
あ
る
。

1
1
）
団
員
増
に
必
要
な
事
は
，
男
性
は
「
広
報
・
P
R活
動
」

5
6．
4
％
，
『
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
心
な
ど
の
気
軽
に
取
り
組
め
る
行

事
」
妃
、
3％
，
「
女
子
団
員
増
」
38
．
4％
，
「
企
画
力
を
餐
い
行
事

内
容
を
充
実
」
3
7．
2
％
の
順
で
，
女
性
は
「
広
報
・
PR
活
動
」

7
0．
9％
，
「
企
画
力
を
養
い
行
事
内
容
を
充
実
U1，
8％
，
「
ス
ポ
ー

ッ
活
動
中
心
な
ど
の
気
軽
に
取
り
組
め
る
行
事
」
3
1．
6
％
，
「
各
自

の
側
生
を
生
か
せ
る
幅
広
い
活
動
を
日
頃
か
ら
実
施
」
2
9．
1
％
の

順
，
「
青
年
団
の
名
前
を
新
し
く
変
え
る
」
も
22
．
8％
あ
る
。

1
2
）
今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
活
動
は
，
「
参
加
し
や
す
い
イ
ペ
ン

ト
・
企
画
」
51
．
2
％
，
「
地
域
の
活
性
化
」
47．
6％
，
「
団
以
外
の

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
」
3
0．
2
％
，
「
各
団
員
の
趣
味
・
個
性
を
生
か

し
た
活
動
」
28
、
2％
の
順
で
あ
る
。
女
性
に
多
い
の
は
「
参
加
し

や
す
い
イ
ベ
ン
ト
・
企
画
」
6L
O％
（
男
性
4
6．
8
％
）
，
　
r
団
以
外

の
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
」
37
．
7％
（
男
性
2
6
．
9
％
）
で
あ
る
。
役

職
別
で
み
る
と
，
（
上
位
）
役
員
で
は
，
「
参
加
し
や
す
い
イ
ベ
ン

ト
・
企
画
」
「
ス
ポ
ー
ツ
関
係
」
な
ど
が
お
ち
て
，
「
地
域
の
活
性

化
」
「
各
団
員
の
趣
味
・
個
性
を
生
か
し
た
活
動
」
「
学
習
・
研
修
」

「
社
会
活
動
」
な
ど
が
増
え
る
。
（
表
3－
10
）

む
団
体
は
敬
遠
さ
れ
る
，
と
い
う
裏
付
け
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。

し
か
し
総
じ
て
現
在
の
青
年
団
員
自
身
，
入
団
前
は
と
く
に
青
年

団
に
対
し
て
大
き
な
期
待
を
せ
ず
，
内
容
も
よ
く
知
ら
ず
，
ほ
と

ん
ど
が
ロ
コ
ミ
で
誘
わ
れ
て
，
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
，
一
象
青
年
が
青
年
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
多
く

参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
，
債
年
団
で
良
か
っ
た
こ
と
」
に
は
，

人
間
的
成
長
や
地
域
社
会
の
こ
と
が
良
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
青
年
団
組
織
は
一
部
の
者
の
た

め
に
存
在
し
て
き
た
訳
で
は
な
い
か
ら
，
団
員
の
勧
誘
は
幅
広
く

て
い
ね
い
に
や
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
現
在
は
青
年
を
は
じ
め
地
域
住
民
誰
も
が
，
生
活
を
広
域
化
し

て
お
り
，
職
種
も
多
様
に
な
っ
た
の
で
．
青
年
団
に
お
い
て
も
「
地

域
性
」
を
強
調
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
，
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
，

団
員
は
「
今
後
取
り
組
む
べ
き
活
動
」
と
し
て
随
域
活
性
化
1こ

関
わ
る
活
動
」
を
47．
6％
が
あ
げ
る
と
と
も
に
「
団
員
の
趣
味
令

特
技
・
個
性
を
い
か
し
た
活
動
」
（
28．
2％
）
を
無
理
な
く
す
す
め

よ
う
と
い
う
，
気
づ
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
，
「
団

員
増
の
た
め
に
」
男
女
と
も
「
広
報
・
PR」
を
多
く
あ
げ
な
が

ら
，
「
各
戸
訪
問
」
を
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
い
の
1ま
，
少
し
問

題
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
PRと
い
う
も
の
は
，
基
本
的
に
ロ
コ
ミ

勧
誘
を
助
け
る
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
最
後
に
，
「
青
年
団
で
の
問
題
点
」
と
し
て
，
特
に
役
員
が
「
時

間
に
ル
ー
ズ
」
や
「
団
員
の
意
識
が
低
い
」
「
リ
ー
ダ
ー
不
足
」
「
ま

と
ま
り
の
弱
さ
」
を
あ
げ
て
い
る
が
，
一
方
の
一
般
団
員
で
は
「
ど

う
い
う
活
動
を
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
18％
近
く
の

者
が
あ
げ
て
い
る
状
況
を
み
る
と
，
青
年
団
内
部
で
の
話
し
合
い

の
不
足
，
た
ま
り
場
の
軽
視
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
，
前
田
が
主
に
執
筆
。
）

第
4章
　
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

〈
小
括
〉

　
近
年
，
市
町
村
の
青
年
団
役
員
の
な
か
に
は
，
「
職
場
の
事
情
等

に
よ
り
参
加
し
に
く
い
者
に
無
理
に
団
員
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
も

限
界
が
あ
る
し
，
団
費
を
と
る
の
も
気
の
毒
だ
」
「
や
り
た
く
な
い

者
に
参
加
を
勧
め
て
も
，
無
駄
だ
ろ
う
」
と
い
う
発
想
が
見
ら
れ

る
様
に
思
う
。
団
員
は
少
な
く
て
も
親
睦
を
図
っ
て
し
っ
か
り
と

し
た
事
業
に
取
り
組
む
べ
き
だ
，
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
，
団
員
意
識
調
査
の
な
か
で
「
青
年
団
活
動
で
の
マ

イ
ナ
ス
面
」
と
し
て
「
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
十
分
で
き
な
い
」

「
参
加
す
る
と
束
縛
さ
れ
る
」
と
答
え
て
い
る
者
が
か
な
り
多
い

点
や
，
一
般
に
最
近
の
若
者
の
傾
向
と
し
て
友
人
と
の
つ
き
あ
い

方
が
機
能
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
点
な
ど
か
ら
，
青
年
団
の
よ
う

に
住
む
地
域
を
同
じ
く
す
る
者
が
入
団
し
沢
山
の
活
動
に
取
り
組

　
第
2章
で
は
，
青
年
を
「
青
年
団
員
」
「
グ
ル
ー
プ
経
験
者
」
「
グ

ル
ー
プ
未
経
験
者
」
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
，
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と

地
域
意
識
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
内
容
は
，
〈
小
括
〉

に
詳
し
レ
）
が
，
青
年
団
員
と
グ
ル
ー
プ
経
験
者
に
共
通
し
て
，
「
は

じ
め
に
」
で
述
べ
た
「
参
加
」
経
験
的
側
面
（
地
域
活
動
経
験
，

充
実
体
験
な
ど
）
に
お
け
る
経
験
の
登
富
さ
と
，
「
評
価
」
的
側
面

（
興
味
・
関
心
，
余
暇
活
用
の
ス
タ
イ
ル
，
社
会
観
・
人
生
観
，

地
域
意
識
な
ど
）
に
お
け
る
積
極
的
側
面
と
が
，
あ
る
程
度
相
関

関
係
を
持
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
こ
と
は
，

グ
ル
ー
プ
未
経
験
者
の
傾
向
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
場
合
顕
著
で

あ
っ
た
。

　
上
記
の
点
を
敷
街
し
て
述
べ
れ
ば
，
「
参
加
」
経
験
が
様
々
な
体

験
と
「
学
習
］
機
会
と
を
提
供
し
，
そ
の
こ
と
が
「
消
費
」
社
会

⇒
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生
田
周
二
・
前
田
　
昇
：
青
年
の
地
域
意
識
と
集
団
活
動

に
お
け
る
自
ら
の
生
き
方
を
対
象
化
す
る
契
機
と
な
り
，
「
評
価
」

的
側
面
の
深
ま
り
に
つ
な
が
り
，
「
自
立
」
へ
の
大
き
な
足
が
か
り

と
な
る
と
い
う
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
描
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
，
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
，
そ
の
「
参
加
」

経
験
の
内
容
’
質
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
，
青
少
年
の
自
主
性

や
自
治
が
ど
の
程
度
保
障
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
の
か
，
活
動
目

的
・
内
容
が
明
確
で
適
切
か
，
な
ど
い
く
っ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
考

え
ら
れ
る
が
，
こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
な
い
と
，
地
域
活
動
経
験

や
集
団
活
動
経
験
が
将
来
の
青
年
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
プ
ラ
ス
の

影
響
を
与
え
る
と
い
う
一
般
化
は
危
険
で
す
ら
あ
る
。
こ
の
問
題

を
解
く
た
め
に
は
，
別
の
質
問
紙
に
よ
る
調
査
か
グ
ル
ー
プ
活
動

経
験
者
と
青
年
団
員
を
調
査
対
象
と
し
た
追
跡
調
査
が
必
要
と
な

る
。

　
次
に
第
3
章
で
は
，
青
年
団
員
の
青
年
団
活
動
に
対
す
る
意
識

を
男
女
別
・
役
職
別
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
特
に

顕
著
な
こ
と
は
，
入
団
時
に
は
「
そ
の
存
在
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ

た
」
「
特
に
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
」
大
半
の
青
年
達
，
そ
し
て
青

年
団
へ
の
期
待
も
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
青
年
達
，
彼
ら
が
，

青
年
団
の
中
で
様
々
な
活
動
に
参
加
す
る
過
程
で
，
地
域
へ
の
問

題
意
識
や
社
会
観
が
養
わ
れ
て
い
き
，
団
活
動
へ
の
満
足
度
も

6
3
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
と
い
う
も
の
は
正
確
に
見

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
，
青
年
団
だ
け
が
「
青
年
の
生
活
を
高
め
る
組
織
」
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
，
地
域
に
触
れ
に
く
く

な
っ
た
現
在
の
青
少
年
の
実
態
を
ふ
ま
え
な
が
ら
，
成
育
歴
と
成

長
後
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
状
況
等
も
注
意
深
く
研
究
す
れ
ば
，

青
年
団
の
今
日
的
意
義
は
む
し
ろ
拡
大
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
，
青
年
団
組
織
の
今
日
的
な
在
り
方
と
し
て

（
D　
地
域
活
動
の
青
年
り
一
ダ
ー
的
存
在
で
あ
り
，
た
と
え
人
数

は
少
な
く
て
も
，
積
極
的
な
も
の
が
参
加
し
地
域
活
動
を
担
っ
て

い
く
こ
と
が
，
青
年
団
の
存
在
意
義
で
あ
る
と
す
る
と
ら
え
方

②
　
青
年
団
は
そ
の
地
域
に
住
む
す
べ
て
の
青
年
に
と
っ
て
の
地

域
活
動
へ
の
言
わ
ば
登
竜
門
で
あ
り
，
生
活
（
時
間
）
や
意
識
の

多
様
化
に
よ
り
，
加
入
意
識
の
稀
薄
さ
が
あ
ろ
う
と
も
，
一
人
で

も
多
く
の
青
年
が
入
団
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
す
る
と
ら
え

方
，
が
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
青
年
団
の
組
織
論
か
ら
は
正
論
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
，

あ
え
て
言
え
ぱ
，
後
者
の
と
ら
え
方
を
再
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。
た
と
え
ば
「
過
疎
を
逆
手
に
と
っ
て
，
残
っ
た
者
み
ん

な
が
知
恵
と
汗
を
出
し
な
が
ら
，
ま
ち
を
活
性
化
し
て
い
こ
う
」

と
い
う
発
想
に
た
つ
な
ら
，
同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
青
年
に
対

し
て
，
何
等
か
の
形
で
青
年
団
に
係
わ
ら
せ
て
い
く
，
そ
う
い
う

気
迫
を
青
年
団
自
身
が
身
に
付
け
て
行
く
こ
と
が
，
ま
ず
今
必
要

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
，
生
田
，
前
田
の
共
同
執
筆
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
註
＞

1、
生
田
周
二
「
地
域
活
性
化
と
青
年
の
役
割
に
関
す
る
予
備
的

考
察
～
『
鳥
取
県
青
年
団
員
の
意
識
動
向
に
関
す
る
予
備
調
査
』

か
ら
一
」
『
鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
：
教
育
科
学
毒
第
34

巻
第
2号
　
1992年
12月
を
参
照
の
こ
と
。

2．
松
原
治
郎
『
日
本
青
年
の
意
識
構
造
』
1974年
　
98頁
。

Abstract

へ

／
・

ン

ぐ
ぼ

＞
1②

冗
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Thi
s　
paper
　
an
alyze
s　
t
he　
de
gre
e◎
f　
t
he　
a
war
e
nes
s　
of　
local　
cornmunity　

felt　
by　
the　
youth　
and　
the　
members◎

f　
the

yo就
h
　
union　
in　
Totto
ri　
prefe
ctu
re，
　
w
hic
h
　
is
　
an　
important　

part　
of‘
the　
S白
dy　
on　
the　
Role　
of　
Youth（
and　
young

adults
）
to　
V
itali
ze　
th
eir
　
Loca
l　
C
ommun
ity
’
．

　
Analy
zing　
the　
data，
　
I　
grouped　

the　
youth　
po王
led　
into　
three　
categories　

by　
their　
experience◎

f　
group　
activities：

‘
b
eing　
a　
memb
er　
of
　
yo
uth　
u
nio
n’
，
‘
h
avi
n
g　
a
n
　
experience　

in　
any　
activity　

group’
and‘
having　
no　
experience’

、
　
I

inve
stigated　

the　
correlatlon　

of　
three　
categories　

with　
school　
experience，

　
experlence　

of　
local　
community　

activities，

view　
of　
life　
and　
social　
life，
　
and　
consciousness　

of　
l◎
cal　
community，

　
etc．

　
A
nd　
U
nve
stiga
ted
　
the
　
c
◎
nsc
iou
sness
　
o
f
　
t
h
e　
y
outh　
union　
activities　

among　
the　
members　

of　
the　
youth　
union，

according　
to　
their　
sex　
an（
玉
to　
their　
rank　
in　
the　
union、

　
The　
m
ain　
results　

are　
as　
follows：

1．
the　
corre
▲
ation　
of　
three　
categories　

with　
school　
experi飽
ce，
　
experience　

of　
local　
commun輌
ty　
activities　

is　
high．

2．
the　
yo
uth　
u
nion　
has
　
an　
i
mpo
π
ant　
rol
e
　
fo
r
　
ra
ising　
their　
consciousness　

of　
local　
community　

and　
for　
developing

t
h
e
i
r　
v
i
e
w
◎
f
▲
i
fe　
alld　
social　

life．


